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国名になったのは 503 年であり、律令体制を確立したのは 520 年であった。国家体制を整






















時間軸にして 1000 年、距離軸で 500ｋｍ離れている新羅と薩摩に、類似した「戦士養成
機関」があったことは偶然の一致なのであろうか、それとも新羅の「花郎徒」が薩摩に伝
来したのであろうか。 
新羅花郎徒の最盛期は、三国統一すなわち 600 年から 700 年初めまでである。その後は
平和な時代が到来し、花郎徒の活動も見るべきものがなかった。しかし、その精神は、高













































                                                   




































衣至骭袖至腕     衣は骭に至り、袖は腕に至る 
腰間秋水鉄可断    腰間の秋水、鉄も断つべし 
人触斬人馬触斬馬   人触れなば人を斬り、馬触れなば馬を斬る 
十八結交健児社    十八交わりを結ぶ、健児の社 
                                                   




北客能来何以酬、   北客能く来たらば、何を以て酬いん 
弾丸硝薬是膳羞、   弾丸、硝薬、是れ膳羞 
客猶不属饜、     客猶属饜らずんば 














ⅰ.兵児山---6,7歳から 14歳の 8月まで。 
ⅱ.兵児二才---14歳の 8月から 20歳の 8月まで。 


















                                                   

















を発表した 7）。三品は、昭和 18 年（1943）に『新羅花郎の研究』という大作をもって持論
を集大成している。次に昭和 7 年（1932）、鮎貝房之進がその著『花郎攷・白丁攷・奴婢攷』















37 年の条を肯定した上でさらに詳しい論を展開している 11）。 
さらに、「花郎制度は、民間組織か国家組織か」という問題である。三品は、「新羅の花
                                                   
5）同前、333-334 頁。 
6）池内宏「新羅人の武士的精神について」（『史學雑誌』第四十編、史學會、1929 年 6 月）24-38 頁。 
7）三品彰英「新羅の奇俗花郎制度に就いて」（『歴史と地理』25 巻 26 巻 27 巻、史學地理学同攷會、1930
年 1 月～1931 年 5 月）。 
8）鮎貝房之進『花郎攷・白丁攷・奴婢攷』（図書刊行会、1932 年）1-178 頁。 





















































































































した面も見受けられる。どちらにしても 1185 年に島津家の初代が出現したのである。 
 
2.薩摩三州統一までの社会的背景 
14世紀の薩摩三州は、足利幕府及び南北朝に翻弄された 100 年であった。しかし元中 9
年（1392）閏 10月、南北両皇統の合体が行われ、応永 2 年（1395）8月、今川了俊が九州
探題の任を解かれ京都へ召喚された。引き続き渋川満頼が九州探題として鎮西御家人の統
御に当たるが、幕府の威勢も衰え、各国守護職の分国体制が現出することとなった。外敵
                                                   
1）近衛家・鷹司家・九条家・一条家・二条家。 
















































                                                   












篠のようであったと上方勢の心胆を寒からしめたという。5 月 8 日義久が剃髪し秀吉に謁
し、薩摩一国を安堵され、5月 25 日義弘が大隅を安堵された 7）。なお島津氏家系図は、巻


































族籍 三州人数 ％ 全国（明治6年） ％
平民 568,643 73.62 31,106,514 93.8
士卒 203,711 26.38 1,895,278 5.7
僧侶神官 146,494 0.5
総計 772,354 100 33,148,286 100
鹿児島県教育委員会『鹿児島県教育史』（県教育研究所）1976年,132頁
士別 鹿府 薩摩 郷数 大隅 郷数 日向 郷数 合計 ％
城下士 8,244 8,244 9%
郷士 27,996 20,529 11,496 60,021 65%
直轄地 38 35 19 92
家中士 10,506 7,591 6,339 24,436 26%
私領地 7 13 1 21
合計 8,244 38,502 28,120 17,835 92,701















































 村  村  村 （庄屋）
方限 方限 方限 （名主）
 門  門  門 （名頭）










































                                                   
10）中村明蔵『薩摩民衆支配の構造』（南方新社、2000 年）102-104 頁。 







































                                                   






的範疇 武士（長）平民（補佐） 身分 職業 負担
麓 組頭 小組頭（武士） 郷士 行政作職 軍役
在郷 庄屋 名主 百姓 作職 年貢・農業賦役




野町 部当・町役年行司 野町人 商業 宿次・送人馬
小部当
浦町 浦役 部当 浦町人 商業 水主賦役








































                                                   
16）徳田邕興『島津家御舊制軍法巻鈔』（『薩藩叢書』第四編、薩藩叢書刊行会、1909 年）9-11 頁。 
17）松本彦三郎『郷中教育の研究』（第一書房、1943 年）55 頁。 























































                                                   
19）鈴木泰山、前掲書、252 頁。 
20）同前、262 頁。 



















































































































































































































































































































































































父の訃報に接し帰国した。応永 28 年（1421）竹居正猷と共に能登に参じ、翌応永 29 年総
持寺の住持となる。薩摩に帰り常珠寺を開山、応永 31 年（1424）福昌寺に住持する。永享







周防国山口の生まれとも、長門国赤間関の生まれともいう。永享 7 年（1435）9 歳の時、
南禅寺雲興庵に入り 16 歳で剃髪した。赤間関の永福寺や大隅の正興寺に住し、応仁元年
（1467）、天與清啓の随員として足利義政の遣明船に乗り入明し滞明 7 年、文明 5 年（1473）
に帰国した。時恰も応仁の乱の最中であり、暫く石見・周防・長門などに住し、文明 8 年
（1476）豊後の万寿寺、筑後の二尊寺に入り、文明 9 年（1477）肥後の菊池重朝の厚遇を



































































                                                   
26）西村天囚『日本宋学史』（朝日新聞社、1951 年）139 頁。 
27）同前、141 頁。 



































































































































また大宝 2 年 10月 3 日の条に、「唱更（辺境を守る役）、国司（薩摩の国司）が言上した。国内の
                                                   
33）『日本書紀』巻 1（小学館、2006 年）155-160 頁。 
34）重松明久訳『八幡宇佐宮御託宜集』「日本国御遊化の部」（現代思想社、1986 年）119-120 頁。 
35）同前、173 頁。 
36）黒板勝美編『國史大系・續日本紀』大宝二年八月丙甲朔の条「薩摩多褹。隔化逆命。於是發兵征討。




















多かったことは、『續日本紀』和銅 6 年（713）7月 5 日の条に、「隼人を討伐した将軍と士
卒らのうち、戦陣で功のあった 1280余人に夫々功労に応じて勲位を授ける」とあることか
ら推察される 40）。翌和銅 7 年（714）3月 15 日の条によれば、「隼人は、道理に暗く荒らし
く、法令にも従わない。よって豊前国の民 200戸を移住させて統治するように勧め導かせ
るようにした」としたという 41）。この豊前の民の大隅入植は、却って隼人との軋轢を起す







を殺害した」と 42）、大隅隼人の反乱を奏言してきた。同年 3月 4
日の条によれば、朝廷は「大伴宿禰旅人を征隼人時節大将軍に任命し、笠朝臣御室、巨勢
朝臣眞人の兩名を副将軍に任命」した 43）。しかし同年 6月 17 日の条に、「将軍は、原野に
野営して既に一カ月にもなった。時候は、暑い時であり、どんなに苦労したことであろう。
仍って使者を派遣して慰問させる」44）と、派遣軍の苦戦の様相が書かれている。苦戦は更
に続き、養老 4 年（720）8月 12 日の条によれば、「隼人を征伐する時節将軍の大伴宿禰旅
人は、暫らく入京させる。但し副将軍以下の者は、隼人平定が終わっていないので止まっ 
てそのまま駐屯せよ」と命じている 45）。平定完了は、養老 5 年（721）7月 7 日の条に、「征 





























































































                                                   
1）村田了阿編輯『俚言集覽』下巻（名著刊行會、1966 年）274-275 頁。 
2）「薩摩舊傳集」巻之三（伊地知茂七編『薩藩叢書』第一編、薩藩叢書刊行会、1908 年）301 頁。 
3）徳田邕興『島津家御舊制軍法巻鈔』上（薩藩叢書刊行會、1909 年）3 頁。 









島津家第 11 代・島津忠昌が、文明 10 年（1478）2 月に桂樹院を建立し、玄樹を肥後から
招聘したことは既述の通りである。文明 10 年は、忠良誕生の 14 年前である。 
さらに、桂庵玄樹は、忠良が誕生した明応 2 年（1493）以後は、日向の安国寺と桂樹院
との間を往復し、同 6 年（1497）12月には建仁寺の首座を遙任し、その後南禅寺も管した

















































































                                                   



























































































                                                   
11）清水盛香『盛香集』巻一（薩藩叢書刊行会、1908 年）18 頁。 





























































































   
 



















①お初狩り（1月 4 日）出陣初めの行事。裸で所定の国境の部署へ走って行く。 
②破魔投げ（正月随時）。 
③鉄砲射撃（正月 1週間）。 
④国分・蒲生行き（3月）国分で 1週間、蒲生で 3 日滞在して交流する。 
⑤石合戦（5月 5 日）。 
⑥愛宕神社参籠（6月 18 日から 24 日までの 7 日間）。 
⑦二才入り（8月 1 日）新人の入会。 
⑧盆行事～燃え盛る竹の上を飛び越えて行く行事、相撲、綱引き。 




兵兒山 6、7歳から 14歳 8月まで 
14歳 8月から 20歳 8月まで 兵兒二才 
中 老 20歳 8月から 30歳まで 
40 
 
⑨川内新田八幡参詣（9月 14・15 日）往復 20里の行程を 14 日晩に出発、15 日夕方に帰着
する。此の間、休むことなく競争する。 
⑩霧島参詣（秋の彼岸）往復 30里の競争。 
⑪国分兵児の来遊（9月 25 日＝箱崎八幡社の祭例当日）。 
⑫弓の事（11月）。 





















































































































左兵衛尉惟宗忠久」と伊勢国の２荘の地頭職に補されている。また元暦 2 年（1185）8 月
17 日の源頼朝下文に、「下、嶋津御庄官、領家大夫三位家下文に任せて左兵衛少尉惟宗忠
久を以て下司職と為す」とあり 23）、文治 2 年（1186）正月 8 日には、「下、信濃国塩田庄、
補任、地頭軄事、左兵衛少尉惟宗忠久」と塩田庄の地頭に補されている。 
この元暦 2 年と文治 2 年の源頼朝による、惟宗忠久の地頭職補任と島津庄官への補任方
法に違いがある。波出御厨庄、須賀庄、塩田庄については、頼朝が「左兵衛尉惟宗」を夫々
の「地頭に補す」としているのに対して、島津庄の下司職については、「領家三位家の下文」
                                                   







があるから「嶋津荘の下司職に補する」としている。その他文治 3 年（1187）5 月 3 日付
源頼朝下文には「嶋津庄惣地頭、惟宗忠久」とあり、文治 3 年（1187）9 月 9 日付頼朝下
文には「嶋津庄目代」とあり、惟宗忠久は、頼朝によって地頭として把握されていたが、
荘園領主により庄官に任ぜられていた。また「左兵衛尉惟宗忠久」は、建久 8 年（1198）
12月 3 日付下文によって、大隅・薩摩の守護職に補任されている 24）。順調に見えた惟宗忠
久は、建仁 3 年（1203）9 月 3 日、比企能員
よしかず
の変に縁坐して、大隅、薩摩、日向の守護職








①治承 3 年（1179）11月 15 日から治承 4 年（1180）2月 21 日まで高倉帝関白。 
②治承 4 年（1180）2月 21 日から寿永 2 年（1183）11月 21 日まで安徳帝摂政。 
③寿永 3 年（1184）1月 22 日から文治 2 年（1186）3月 12 日まで安徳、後鳥羽帝摂政。 
④建久 7 年（1196）11月 25 日から建久 9 年（1198）1月 11 日まで後鳥羽帝関白。 







『島津家文書』にある惟宗忠久の呼称を調べてみると、元暦 2 年（1185）6月 15 日付源
頼朝下文は「左兵衛尉惟宗忠久」、元暦 2 年（1185）8 月 17 日付では「左兵衛少尉惟宗忠
久」、文治 2 年（1186）正月 8 日付は「左兵衛尉惟宗忠久」、文治 2 年（1186）4 月 3 日付
「惟宗忠久」、文治 3 年（1187）5 月 3 日付は「惟宗忠久左兵衛尉」、文治 3 年（1187）9
月 9 日付は「忠久」、文治 5 年（1189）2月 9 日付は「忠久」、7月 10 日付「宗兵衛尉」、建
久 8 年（1197）12月 3 日付は「左兵衛尉惟宗忠久」、建暦 3 年（1213）7月 10 日付源実朝
下文は「左衛門尉惟宗忠久」と「惟宗忠久」の名称又は例外的に「忠久」と呼称されてい
る。 




薩摩日向等國守護軄。是又依能員縁坐也。」（吉川弘文館、1964 年）606 頁。 





しかし 5月 9 日北条義時書状では「嶋津左衛門尉」、建保 6 年（1218）10月 27 日北条義
時書状案では「嶋津左衛門尉」、承久 3 年（1221）5月 8 日関東下知状案では「左衛門尉惟
宗忠久」、承久 3 年（1221）5月 13 日北条義時書状では「左衛門尉惟宗忠久」、承久 3 年（1221）
7月 12 日関東下知状では「藤原忠久」、承久 3 年（1221）7月 12 日北条義時書状では「嶋
津左衛門尉」、貞應元年（1222）10 月 12 日関東下知状では「左衛門尉惟宗忠久」とあり、
北条義時の頃から「嶋（島）津姓」が散見されるようになってきた。 
さらに忠久の子、忠時（多く忠義と記されている）の代になると、承久 3 年（1221）8月 25 日
関東下知状では「嶋津三郎兵衛尉忠義」、承久 3 年（1221）閏 10月 15 日関東下知状では「左
兵衛尉惟宗忠義」、貞應 2 年（1223）6月 6 日関東下知状では「左衛門尉藤原忠義」、貞應 3
年（1224）9月 7 日関東下知状では「左衛門尉藤原忠義」、嘉祿 3 年（1227）6月 18 日忠久
譲渡状では「左衛門尉惟宗忠義」、嘉祿 3 年（1227）10月 10 日藤原頼経安堵下文では「左
衛門尉惟宗忠義」と「藤原姓」と「惟宗姓」並びに「嶋津姓」が混合して使用されている。 
三代久経の代になると、文永 6 年（1269）10 月 23 日北條時宗の関東下知状では「修理


















































































































































































































































































































 いろは歌 解 釈 思 想 出 典 備 考 
こ 心こそ、いくさする身の、命なれ 
そろゆれはいき、揃ハねは死す 









































































































































































合計 47 6 7 4 6 24 
仏教 
 




計 13 0 2 0 0 11 
儒教 
 




計 15 3 2 3 1 6 
神道     ね・せ 
計 2 0 0 0 0 2 





計 19 3 3 1 5 7 
合計 49 6 7 4 6 26 
 




















































































































②その付表 5を県別に集計し一覧表としたものが次頁の表 1 である。 




























































都道府県 祇園祭天神 修正会神楽 盆踊 豊作 田植 雨乞等無病 武士 念仏踊その他　計
北海道 4 1 5 10
青森 6 2 3 2 2 1 8 24
岩手 5 1 2 1 2 2 7 20
秋田 1 16 3 2 4 15 41
宮城 15 3 2 5 25
福島 1 12 3 2 2 1 4 4 2 31
山形 1 15 1 1 10 28
茨城 1 7 1 5 14
栃木 11 1 1 1 1 5 20
群馬 1 8 1 5 5 20
埼玉 12 1 1 7 3 1 9 34
千葉 10 1 4 1 1 4 21
東京 13 1 3 5 2 10 34
神奈川 9 1 1 2 8 21
山梨 9 3 1 5 18
長野 15 1 1 2 1 7 27
新潟 15 1 1 2 1 3 13 36
富山 15 1 9 25
石川 1 16 2 3 1 3 26
福井 1 13 1 1 1 5 22
岐阜 14 1 1 5 6 27
静岡 2 1 2 17 3 1 6 32
愛知 1 20 1 1 1 1 7 32
三重 1 16 1 1 1 5 3 2 9 39
滋賀 16 1 1 1 19
京都 1 1 1 23 1 1 2 1 22 53
大坂 1 12 1 1 15
兵庫 1 12 1 1 1 1 5 22
奈良 6 22 3 1 2 10 44
和歌山 22 2 2 26
鳥取 5 1 3 9
島根 18 1 3 22
岡山 1 1 8 1 1 1 3 1 2 19
広島 3 3 2 4 12
山口 1 2 5 1 2 3 3 17
徳島 1 1 4 1 1 1 1 10
香川 1 9 1 1 12
愛媛 11 2 1 2 1 1 3 21
高知 13 2 1 3 19
福岡 5 1 20 1 1 1 3 32
佐賀 1 7 1 1 1 1 12
長崎 6 2 2 1 11
熊本 9 2 2 13
大分 2 1 14 1 2 1 1 1 1 24
宮崎 10 1 4 15
鹿児島 1 7 1 1 3 1 6 8 28
沖縄 1 6 4 11
1093








































4月 29 日の上杉神社例大祭、4月 30日の松岬神社例祭に伴い、城下町米沢で行われる





















































































































































































の欠本の内「天保 4年・同 12年・同 15 年・嘉永 2年・同 3 年・同 4年・安政 2年・同 3
年」の八年分がお茶の水図書館に所蔵され、「安政 4年・同 5 年」の分が石室秘稿に含まれ
ていたという 3）。『鎌田正純日記』は、天保 3 年（1832）12 月～安政 5 年（1858）8 月 24



















第 24 代鎌田正長の条には、「正勝には実子がなかったため、太守光久の庶子を養子とす 
                                                   
1）『鎌田正純日記』外題「主婦の友社・創業者で初代社長の石川武美氏が昭和 16 年 9 月設立した財団法
人文化事業報國会の後身で、図書館は、昭和 22 年 12 月に仮開館し昭和 40 年主婦の友ビルが建設され
てからそこに本開館した。同財団は、徳富蘇峰所蔵の成簣堂文庫の図書古文書その他を譲り受けたも
のだそうでその中に『鎌田日記』も入っていたものである。」（鹿児島県、1989 年）2 頁。 
2）同前、外題「市来四郎の蒐集した史料集である。これは市来家の私的資料であり、今日現存部分は、
全て国立図書館憲政資料室の所蔵となっている。」3-4 頁。 
















































抜擢し藩の財政改革に乗り出し、文化 5 年（1808）には①参勤交代の期間を 10 年間猶予し
て欲しいこと、②琉球における中国貿易の制限を緩めてほしいことを幕府に嘆願しようと




川弘文館、1983 年）156-158 頁。 
8）鹿児島市『島津斉彬公傳』（鹿児島市教育會、1935年）96-97 頁。 
9）『鎌田正純日記』外題、6 頁。 









島津斉彬は、文化 6 年（1809）、斉興の嫡男として江戸・芝三田で生まれる。16 歳のと
き 11 代将軍家斉の一字を貰い斉彬とした。斉彬は、重豪の寵愛を受け、幼少の時から老公
の施設万端を実見し、その達眼卓識を敬い仰ぎ、且直接指導教訓に待つ所多きものがあっ








保 4年（1833）1月に再任され 14）、天保 5 年（1834）1月、不断光院火消を御免となり、「寿
国寺火消」に任命された 15）。翌年正月に寿国寺火消を御免となり、「定火消」となった 16）。
定火消は、武士で構成された藩直轄の消防団の長であり、かなりの規模を有している。定







御祝儀 19）、御礼日 20）と称し四ツより出勤して四ツ半には退出する勤務（１～２回・月）、 
                                                   
12）原園光憲『西郷隆盛と山岡鉄舟』（日本出版放送企画、1990 年）103-108 頁。 
13）鹿児島市『島津斉彬公傳』1-12 頁。 
14）『鎌田正純日記』天保 4 年正月 11 日の条「今日御用ニ付罷出候処、去年之通不断光院火消被仰付候」。 
15）同前、天保 5年正月 11 日の条「今日御用ニ而四ツ前より出候処、不断光院火消御免ニ而寿国寺火消
被仰付候」。 
16）同前、天保 6 年正月 11 日の条「今日御用ニ而出候処、寿国寺火消御免被成候事」。 
同前、天保 6 年正月 12 日の条「今日御用ニ而四ツ前より出候処、定火消高橋要人殿代御用人座ニ而御
目付席詰ニ而被仰付候」。 
17）同前、天保 10 年 5月 18 日の条「今日は表御用人新納主税殿より御用之儀候間、可罷出旨昨日申來ニ
付、四ツより出勤致し御用承いたし候処、定火消御免被成」。 
18）同前、天保 6 年 6 月 11 日の条「詰前ニ而四ツより致出勤八ツより帰ル」。 
19）同前、天保 6 年 6 月 1 日の条「今日四ツ前より御祝儀ニ出四ツ後帰宅」。 













天保 5 年（1834）2月 27日の日記に、病気見舞いに来てくれた同席中の名前が 10名記
載されていること 25）、及び天保 6 年（1835）2月 27日には組み合わせの変更があり、自分








回・月、③勤務時間は、午前 10時～午後 2 時まで、④控室は、山吹之間、⑤業務内容は、
出座の時の藩主周辺警備であると推定される。 
                                                   
21）同前。天保 6 年 6 月 5日の条「今日は頴娃織部殿より詰前被相頼四ツより致出勤八ツより歸ル」。 
22）同前、天保 6 年 8 月 3 日の条「今日は少将様（島津斉彬）琉人江御見得被仰付、我々共席詰有之五ツ
半時分より出四ツ過相済、夫より市田美作殿一昨日着ニ付、祝儀ニ玄喚迄参九ツ前帰ル、席詰は竹之
間江二人、杉之間ゑんへ二人相詰候事」。 
23）同前、天保 7 年正月 19 日の条「昨日当番詰衆より今日御用談之儀有之候ニ付、可致出勤旨申來候ニ
付四ツ前より出候処、來ル二十七日方中将様（島津斉宣）磯御屋茶江被召筈御内沙汰ニ付、御詰可仕と
の事ニ而候由詰前より承、御受申上則帰候」。 
24）同前、天保 8 年 5月 8 日の条「今日は、太守公（島津斉興）御光越ニ而、四ツ前より桂杢右衛門殿へ
袴壱ツニ而参居、行列は外ニ行列計相備、二階堂蔀殿角へ差出置候、左候而九ツ半比御通有之、御通
前ニ二階堂蔀殿角江出張御通相済候而行列相立相歸候」。 





26）同前、天保 6 年 2 月 27 日の条「昨日樺山權十郎殿当番頭被仰付北郷權五郎殿・町田主馬殿詰衆被仰
付候、右ニ付組合相替り候通達相廻候、一数馬・權五郎・主馬、一外記・平太左衛門・織部、一藤馬・
右京、一要人・市十郎、右組合ニ而候也」。 
27）同前、天保 6 年 5月 7 日の条「四ツより山岡右京殿宅江、今日ハ山吹之間遠馬有之筈ニ而不得参ニ付
断ニ参」。 




























                                                   
29）『鎌田正純日記』、天保 9 年正月 11 日の条「今日五ツ時御用ニ而五ツ前より罷出候処、当番頭御役被
仰付候」。 
30）同前、天保 9 年 8 月 22 日の条「六ツ過より朝出ニ而致出勤四ツ過帰家」。 
31）同前、天保 9 年 8 月 19 日の条「今日は四ツより致出勤八ツより帰家」。 
32）同前、天保 9 年 6 月 8 日の条「今日は夕詰ニ而八ツ過より致出勤暮六ツ過帰家」。 
33）同前、天保 10 年 3 月 23 日の条「今晩は泊番ニ而大鐘過より出勤いたし候今晩四ツ半比寝候事、（24
日の）今朝六ツ時起同半過朝出へ替合帰家」。 
34）同前、天保 9 年 4 月 17 日の条「今日は講堂別勤ニ而四ツより致出席四ツ後帰家」。 
35）同前、天保 10 年正月 27 日の条「今日は御用之儀有之可罷出旨昨日御用人伊木七郎右衛門殿より申來
候ニ付、四ツより致出勤候処、奏者番兼務被仰付候」。 
36）国史大辭典編集委員会編『國史大辭典 8』（吉川弘文館、平成 10 年）542 頁。 
37）『鎌田正純日記』天保 10 年 7 月 7 日の条「今日は節句ニ付、太守様御対面所へ御出座被為在、五ツ時
より出勤独礼奏者相勤候」。 
38）同前、天保 10 年 8 月 3 日の条「今日は王子二頭幷ニ親方親雲上里之子迄四十人計登城ニ付、正六ツ
時より出勤、太守様宰相御転任之御祝儀ニ罷出候大里王子真先ニ罷出、右奏者拙者相勤候」。 
39）同前、天保 10 年 8 月 6 日の条「今日中紙奏者肝属彌九郎と申候を彌八九郎と聞候へとも、是は、上
様ニも御気ニ不被為付候間、差扣抔ニ不及との趣、難有仕合ニ候事」。 
 
勤務形態 出勤時刻  退勤時刻 
江戸時刻 現在の時間 江戸時刻 現在の時間 
朝  出 30） 明六ツ 午前 6時 四ツ 午前 10時 
昼  出 31） 四ツ 午前 10時 八ツ 午後 2 時 
夕  詰 32） 八ツ 午後 2 時 暮六ツ 午後 6時 
泊  番 33） 大鐘 午後 6時 明六ツ半 午前 6時 30 分 
講堂勤 34） 四ツ 午前 10時 四ツ後 午前 11 時 
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                   （郷士年寄⇒政務全般、組頭⇒外城警備・郷士統制、
横目⇒警察・栽判 
 
                    （庄屋＝郷士を派遣。1 村 1名。年貢の徴収、防犯 
二才教育など 
 






                   （名子＝一般の百姓） 
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門 門 門 































                                                   
43）中村明蔵『薩摩民衆支配の構造』86 頁。 
44）『鎌田正純日記』天保 6 年 12 月 20 日の条「昨日南村より寒中年暮ニ与頭岩元助右衛門・新庄屋肥後
平左衛門参、今日役目受之誓詞いたし候、左候而兩人共ニ致対面候事、森田勘兵衛も先達而与頭役申
付置候ニ付、今日一所ニ誓詞いたし候也」。 
45）同前、天保 6 年 12 月 16 日の条「八ツ後より永山氏・上村氏・小森八左衛門殿・加治木十郎殿此方吟
味之事ニ入来ニ而広間ニ而吟味被致候」。 



































日記には森川孫八郎宅での 20 才以上の二才衆の酒呑会 47）や剣術師範や二才衆、児衆ま
での座頭会なる集まり 48）、免職となった足軽の慰労会、また桂真十郎宅での軍書式夜への
出席 49）、原良屋敷での二才衆の集会への参加 50）、桂真十郎などと同道して「西田方郷中の
                                                   
47）『鎌田正純日記』天保 8 年 5月 24 日の条「五ツ比小野甚五左衛門殿被來、森川氏へ可参旨是非是非被
申候ニ付跡より参候処、二十以上之二才衆十人計被参居、酒吞之参会ニ而中々ニ体も無参会ニ候、依
而暫居漸々相帰候事」。 
48）同前、天保 9 年 9 月 29 日の条「日入時分より和田氏へ出稽古は不為、暮時分夫より帰ニ森川孫八郎
殿宅へ、今晩は座頭会被致参候、和田源太兵衛殿其外二才衆、児衆迄拾四五人之人数ニ而候、左候而
七ツ過比ニ而候半帰家」。 
49）同前、天保 8 年 2 月 26 日の条「暮前より和田氏式夜ニ而出候処無之候ニ付、夫より桂眞十郎殿所へ
六々ニ軍書式夜相初、西田方二才共二三人参候ニ付、可参呉旨承居候ニ付参、左候而四ツ時分相帰候」。 



















藩内における具体的な割り当ては、文禄 5 年（1596）12月 5日付の「唐入軍役人數舟數
等島津家分覚書」60）によれば、1020石に付き 1 人の騎馬、騎馬 1騎に付き 34 人の戦闘要
                                                   
51）『鎌田正純日記』、天保 10 年 3 月 2 日の条「八ツ半時分より桂内記殿同真十郎殿市来清十郎殿入来、
枦の木ばゝかり座敷へ西田方郷中餞別有之候ニ付、参候様被申事ニ而同道いたし参候、左候而夜入過
歸家」。 
52）同前、天保 6 年 3 月 4 日の条「大鐘過より和田氏江出候処児衆計ニ而、二才衆出席無之候ニ付直ニ帰
ル」。 
53）同前、天保 5 年正月 11 日の条「今日は稽古江出席人数有之候、仁禮善左衛門殿和田六郎殿森川孫八
郎殿伊東加兵衛殿伊東彦助殿折田善庵殿竹下愛之助殿重久仲袈裟殿市来十太郎殿、右人数ニ而候」。 
54）同前、天保 4 年 5 月 10 日の条「今日茂四ツより出八ツより帰ル、帰リニは、新上橋は舟渡ニ而候、
昨日水ニかし家二ヶ所流され候、新上橋西田橋武橋も流候」。 
55）同前、天保 6 年 5月 1 日の条「森田勘左衛門今晩相帰候事、南村より四ツ月代り番所詰ニ、二才共壱
人ツツ可召筋申遣候事」。 
56）同前、天保 7 年 3 月 29 日の条「四ツ後より近辺畠へ弓場相為付、射方ニ二才共召、右参候人数、老
人森田宇兵衛、二才同平之進・同宗四郎・同姓萬之進・同姓八郎次、老人川枝源左衛門、二才田嶋直
助・同姓善次郎・岩元助七ニ而候」。 
57）同前、天保 9 年正月 22 日の条「南村役人助森田勘左衛門儀、二才中一統帰服不致儀有之由ニ而、當
人よりも役人断申出候ニ付願通差免候事」。 
58）同前、天保 10 年正月 12 日の条「和田源太兵衛殿所剣術稽古初ニ付出席、稽古は不為日入時分帰家、
但此方家中岩元助七郎、森田宗四郎、森田清五郎、永山覺十、肥後平左衛門、川畑兵之助ニも致出席
候事」。 











































                                                   
61）黒板勝美『國史大系・吾妻鑑』前編、第七、文治三年十月二日の条。 






































                                                   
66）『鎌田正純日記』、天保 5年 6 月 2 日の条「今日より馬乘木馬乘有之候也」。 
67）同前、天保 5年 12 月 18 日の条「暮過より川上家式夜ニ而出、木馬へ二篇乘四ツ過帰ル」。 
68）同前、天保 6 年 4 月 29 日の条「晩犬追物書物式夜に而居通し五ツ過相済」。 




71）『鎌田正純日記』天保 9 年閏 4 月 9 日の条「武芸剣術宅ニ而抜打表八九篇立木百篇余右通致稽古候事」。 
72）同前、天保 9 年 6 月 6 日の条「剣術和田氏二而抜打表拾篇計長ぼふ入五六篇座抜六七枚、致稽古候事」。 
 
年齢 犬追物 馬術 剣術 鉄砲 弓 槍 
18才 42 133 47 2 33 0 
19才 86 132 148 7 6 0 
20 才 155 142 87 31 5 22 
21才 55 76 69 17 0 0 
22才 48 45 110 13 0 0 
23 才 7 13 117 0 0 0 




小 大 中 論 孟 書 易 詩 春秋 礼 史 孫 伝 近 軍 唐




20才 15 12 14
21才 12 49 7
22才 38 14 33 21
23才 49 1 3 111 38 33 22 22 9 79 4 90 4 154 13
24才 11 1 2 29 16 17 10 22 12 48 6 39 180 7
合計 101 52 5 154 151 50 32 44 72 127 16 96 43 334 44 48  
しかし天保 4年（1833）2月 22 日島津重豪の死去したことによって追々近思録崩れが御
赦免となった。正純の伯父である堀四郎左衛門も近思録崩れに連座し、謹愼を命じられて













                                                   





74）同前、天保 4 年 4 月 24 日の条「今朝茂黒田氏へ参候、今朝より春秋左傳読方初候事」。 
75）同前、天保 5 年正月 26 日の条「講釈は今日より小学壱ニ而候、今日より講釈初方致、七ツ後より黒
田新左衛門殿御出、外に中山次左衛門殿同才之丞殿ニ而候事」。 
76）同前、天保 7 年正月 9 日の条「堀四郎左衛門殿宅江参、大學之吟味いたし暮過帰ル」。 
77）同前、天保 6 年正月 20 日の条「暮過より大河平八郎殿支記読之式夜ニ而被來、四ツ過帰りニ而候也」。 
78）同前、天保 6 年 10 月 12 日の条「暮過より村田長左衛門殿五ツ過より中村仲右衛門殿被來今晩より二
七ニ孟子吟味相企読方いたし候」。 
79）同前、天保 8 年正月 4 日の条「暮過より飯牟禮八次殿被來、唐鑑読之式夜故読方いたし候」。 
75 
 





                                                   
80）同前、天保 8 年 9 月 22 日の条「暮過より論語会読式夜ニ而毛利理右衛門殿、山澤甚五右衛門殿被來」。 
81）同前、天保 10 年 2 月 14 日の条「今晩近思録会読式夜而、飯牟禮八郎殿大鍾過より入来。左候而四ツ
過ニは被帰候事」。 
82）同前、天保 6 年 9 月 14 日の条「暮過より森川孫八郎殿被來、関ヶ原軍記三之巻より跡読、八ツ前比
読取被帰候事」。 
































































































































































































































































                                                   


















































































記載されている 6）。この内容を整理したものが次頁の表 4 である。具体的検討は、下文に
                                                   
3）『三國史記』新羅本紀脱解尼師今立の条。 































                                                   




階 官階名 階 官階名 　　　備　考 服 真骨 六頭品 五頭品 四頭品
1 伊伐飡角干・伊罰干・于伐飡
2 伊尺飡 伊飡 紫
3 迊飡 迊判・蘇判
4 波珍飡 海干・破彌干 衣
5 大阿飡
6 阿飡 阿尺干・阿粲
1 獄干 7 一吉飡 乙吉干 緋
2 述干 8 沙飡 薩飡・沙咄干 衣
3 高干 9 級伐飡 級飡・及伐干
4 貴干 10 大奈麻 大奈末 青
5 選干 11 奈麻 奈末 衣
6 上干 12 大舎 韓舎
7 干 13 舎知 小舎 黄
8 一伐 14 吉士 稽知・吉次・幢
（一尺） 15 大烏 大烏知 衣
9 彼日 16 小烏 小烏知












































                                                   
7）末松保和『新羅史の諸問題』407 頁。 
 
官階名 阿飡 大奈麻 奈麻
1 伊伐飡 真骨
2 伊尺飡 真骨 九重奈麻
3 迊飡 真骨 四重阿飡 八重奈麻
4 波珍飡 真骨 三重阿飡 七重奈麻
5 大阿飡 真骨 重阿飡 六重奈麻 七重奈麻
6 阿飡 （阿飡） 五重奈麻 六重奈麻
7 一吉飡 四重奈麻 五重奈麻
8 沙飡 三重奈麻 四重奈麻


























































































































軍官名 大幢 貴幢 漢山 牛首 河西 完山 　　　　　就任可能な官階名
（王都）（尚州）（平壌）（春川）（江陵）（全州）
将軍 4 4 3 2 2 3 真骨で上堂から上臣まで。
大官大監 5 5 4 4 4 4 真骨は舎知から阿飡、次品は奈麻から四重
阿飡まで。眞興王10年設置。
隊大監（歩兵） 3 2 3 2 0 2 奈麻から阿飡まで。歩兵を率いる。
弟監 5 5 4 4 4 4 舎知から大奈麻まで。眞興王23年設置。
監舎知 1 1 1 1 1 1 舎知から大舎まで。法興王10年設置。
少監 15 15 15 13 12 13 大舎以下。眞興王23年設置。
少監（歩兵） 6 4 6 4 0 4 大舎以下。歩兵を率いる。
大尺 15 10 10 10 10 10 大舎以下。大官に属す。
大尺（歩兵） 6 4 6 4 0 4 大舎以下。歩兵を率いる。
軍師幢主 1 1 1 1 1 1 奈麻から一吉飡の六官等。
大匠尺幢主 1 1 1 1 1 1 奈麻から一吉飡の六官等。
歩騎幢主 6 4 6 4 0 4 奈麻から沙飡まで。
黒衣長末歩 13 22 28 20 0 20 舎知から級飡まで。
幢主
軍師監 2 2 2 2 2 2 舎知から奈麻まで。
大匠大監 1 1 1 1 1 1 舎知から大奈麻まで。

























であるから、眞興王の時は、562 年の大伽耶連盟の崩壊である）。  
 























































イ.眞興王 13 年（552）に上州停を設置した。 
ウ.眞興王 18年（557）に上州を廃止し甘文州を設置した。 
エ.眞平王 36 年（614）に甘文州を廃止し一善州を設置した。 
オ.神文王 7 年（687）に一善州を廃止し上州を復した。 













































































































ⅰ.眞興王 16 年（555）に比斯伐に州を置いて、下州停を設置した。 
ⅱ.眞興王 26 年（565）に比斯伐州を廃して、大耶州に下州停を置く。 
ⅲ.善徳王 11年（642）百済に大耶州を奪われ、押梁（押督ともいう）に下州停を移動した。 
ⅳ.武烈王 8年（662）に押梁から再び大耶州へ下州停を移動した。 






































































と表 12 である。 
 
緑 紫 緋 白 青 黄 黒 碧 赤
衿 衿 衿 衿 衿 衿 衿 衿 衿 就任可能な官階名
幢 幢 幢 幢 幢 幢 幢 幢 幢
将軍 2 2 2 2 2 2 2 2 2 眞骨の級飡から角干まで。
大官大監 4 4 4 4 4 4 4 4 4 真骨は舎知から阿飡まで。次品は奈麻から四重阿飡まで
隊大監騎兵 3 3 0 3 3 3 3 3 3 奈麻から阿飡まで。
隊大監歩兵 2 2 4 2 2 2 2 2 2 奈麻から阿飡まで。
弟監 4 4 4 4 4 4 4 4 4 舎知から大奈麻まで。
監舎知 1 1 1 1 1 1 1 1 1 舎知から大舎まで。
少監 13 13 13 13 13 13 13 13 13 大舎以下。
少監騎兵 6 6 3 6 6 6 6 6 6 大舎以下
少監歩兵 4 4 8 4 4 4 4 4 4 大舎以下。
大尺大官 10 10 10 13 13 13 13 13 13 大舎以下。
大尺騎兵 6 6 0 6 6 6 6 6 6 大舎以下。
大尺歩兵 4 4 8 4 4 4 4 4 4 大舎以下。
軍師幢主 1 1 1 1 1 1 1 1 1 奈麻から一吉飡まで。
大匠尺幢主 1 1 1 1 1 1 1 1 1 奈麻から一吉飡まで。
歩騎幢主 4 4 0 4 4 4 4 4 4 奈麻から沙飡まで。
著衿騎幢主 18 18 0 18 18 18 18 18 18 舎知から沙飡まで。
黒衣長末歩幢主 20 20 0 0 20 20 20 20 20 舎知から級飡まで。
軍師監 2 2 2 2 2 2 2 2 2 舎知から奈麻まで。
大匠大監 1 1 1 1 1 1 1 1 1 舎知から大奈麻まで。
歩騎監 4 4 0 4 4 4 4 4 4 舎知から奈麻まで。
著衿監 18 18 0 18 18 18 18 18 18 吉士から奈麻まで。
隊 少 大 三 三
大 千 千
監 監 尺 幢 監
主
音里火停 1 2 2 6 6
吉良夫里停 1 2 2 6 6
居斯勿停 1 2 2 6 6
参良火停 1 2 2 6 6
召彡停 1 2 2 6 6
未多夫里停 1 2 2 6 6
南川停 1 2 2 6 6
骨之斤停 1 2 2 6 6
伐力川停 1 2 2 6 6







































西州は武烈王 5 年（658）、牛首州は文武王 13 年（673）、完山州は神文王 5 年（685）に設
置されたことから，それが誤記であることが分かる。 







現在 当時近接都市 史記編成時 景徳王時 武官十停 
尚州 尚  州 尚州青理縣 青驍縣 音里火停 
公州 熊  州 大興郡青陽縣 青正縣 吉良夫里停 
全州 全  州 任實郡巨寧縣 青雄縣 居斯勿停 
梁山 良  州 火王郡玄豊縣 玄驍縣 参良火停 
晋州 康  州 咸安郡召彡部曲 玄武縣 召参停 
光州 武  州 南平郡 玄雄縣 未多夫里停 
広州 漢  州 広州利川縣 黄武縣 南川停 
羅州 同  上 川寧郡黄羅縣 黄驍縣 骨之斤停 
春川 朔  州 春州洪川縣 緑驍縣 伐力川停 
青松郡 溟  州 曲城郡安徳縣 緑武縣 伊火兮停 
隊大騎 少監 少監 大尺 着衿
領騎兵 領騎兵 領歩兵 領騎兵 騎幢主
菁州誓 1 3 9 2 6
完山州誓 1 3 9 2 6
漢山州誓 1 3 9 2 6
牛首州誓 0 0 0 0 3










































二回目の復刻版の刊行は、朝鮮中宗 7 年（1512）に李繼福によって行われた。中宗 7 年
は、中国明の武宗、正徳壬申年に該当するため、所謂「正徳本」といわれている。李繼福





















































































る。その刊印本の各ページを綿密に調べてみると、原刻版で印刷されたものが、巻 1 に 8






                                                   
4）三品彰英撰『三国遺事考証上』（塙書房、1975年）13-16 頁。 
5）千惠鳳『日本蓬左文庫韓国典籍』史部(지식산업사,2003 年) 103-105 頁。 




























































































































































































































の条の記載内容を復唱している。しかし『三國史記』の眞興王 23 年 9月の条については
触れていない。 
三誌からは、眞興王 23 年の斯多含が最初に出て来る「花郎」であること。及び眞興王














































                                                   





































                                                   
14）『三国遺事』義解・圓光西學「貴山等曰、他則既受命矣、所謂殺生有擇、特未曉也」。 





















































































                                                   
19） 金哲埈『古代韓国社会研究』181 頁。 
20） 吉川忠夫訓注『後漢書第四冊列伝二』韋彪傳「求忠臣必於孝子之門」（岩波書店、2002 年）221 頁。 












































                                                   
22）『三国史記』新羅本紀、真興王三十七年春之条。 
























































王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 
眞興王（540-576） 薛原郎・花郎の始  儒教の徳 
 









王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 
眞興王（540-576） 斯多含 無慮一千人、武官郎 勇と信 
 









王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 















王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 
眞智王（576-579） 未尸郎 僧・眞慈 彌勒信仰 
 
（5）『三國史記』列伝第五「貴山」（羅眞平 24年（607）秋 8月の条） 







王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 




」（羅眞平 33 年（616）冬 10 月の条） 






王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 










王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 












王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 

















王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 















王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 









王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 
眞平王（579-632）   諫言 
 











王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 






王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 









王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 







王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 











王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 
善徳王（632-647）   忠・信義・友情 
 















王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 









王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 











王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 










王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 





王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 






王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 










王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 
武烈王（654-661） 文努 金歆運・僧轉密 臨戦無退 
 
（16）『三國史記』列伝第七「金欽春、盤屈、金令胤」 







王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 










王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 
神文王（681-692）   臨戦無退 
 
（17）『三國史記』列伝第七「官昌」（羅太宗 7 年（600）秋 7 月の条） 
官昌は、新羅の将軍品日の子で少年のとき花郎となり人と良く交際をした。16歳にして










王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 
武烈王（654-661） 官昌  忠孝・臨戦無退 
 






王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 








王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 



















王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 




















王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 







王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 
景徳王（742-765） 耆婆郎 僧・忠談 郷歌・僧の徒衆 
 
（23）『三國遺事』感通第七「月明師・兜率天」 











王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 




















王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 














王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 









王名（在位） 花郎名 花郎徒衆 説話内容 

















































                                                   


























































































                                                   
30）松本文三郎『彌勒浄土論・極楽浄土論』（平凡社東洋文庫、2006 年）30-80 頁。 











































                                                   








































                                                   
35）転輪王～輪宝を転がして須弥山の廻りの四大陸を統治する王。 











































                                                   
37）石田瑞磨『仏教経典選 12・民衆経典』「彌勒上生経」「設不生天、未来世中龍花菩提樹下亦得値遇、


























⑦『三國遺事』巻第二紀異「景徳王 忠談師 表訓大徳」 
3 月 3 日、景徳王が樓に立ち威厳のある僧を連れて来るよう命じた。忠談という僧を連

























































                                                   
39）八百谷孝保「新羅社会と浄土教」（大塚史學會『史潮』1937 年 12 月）148 頁。 
40）同前、162 頁。 
41）速水侑『日本人の行動と思想 12・彌勒信仰』（評論社、1971 年）45頁。 
 








僧名  年代      著   書     備   考
元曉 617-686 『彌勒上生経宗要』 還俗、浄土教普及に尽力
























































































































































12）『漢藉國字解全書』熊沢蕃山「孝経小解」（早稲田大学出版部、1909 年）28 頁。 




















































































                                                   











































































天正 20 年（1592）6 月 15 日、島津氏の家臣梅北国兼が朝鮮出兵の途中意を翻し、加藤
清正領内の葦北郡佐敷で乱を起し、加藤清正の留守部隊に鎮圧された。所謂梅北一揆であ
る。薩摩藩内部の領主権限の弱体化を心配した秀吉は、島津義弘朝鮮在陣のまま、文禄 3
年～4 年に掛けて太閤検地を実施した。その結果、従来の石高 215 千石に対して、検地実
施後の石高は、579千石となり、364千石の増となった。豊臣秀吉は、この増加分のうち島










































表 3.四つの忠の因果関係      （1）秦の忠 











































































                                                   
































































































































 説話 説話内容 忠の種類 








② 羅眞興 27年春 2月の条 
「白雲と際厚」 







































































































































































































































































































































































穆列            昭列 
 第 1 代（遠廟）       第 2 代（遠廟） 
  第 3代（五世前＝顯考廟）  第 4代（曾祖父＝皇考廟） 















































































































①恭愍王 3年（1354）4月 17日の条、「倭、全羅道の漕船四十余艘を掠す」4）。 
②恭愍王 4年（1355）4月 25 日の条、「倭、全羅道の漕船二百余艘を掠す」5）。 







④恭愍王 9年（1360）5月 1日の条、「倭、江華に冦し三百余人を殺し米四万石を掠す」7）。 
⑤恭愍王 10 年（1361）8月 15 日の条、「倭、東莱、蔚州を焚掠しその漕船を奪う」8）。 




                                                   












①恭愍王 13年（1364）6月 6 日の条、「倭、海豊郡（現・開城直轄市内）に冦す」10）。 
②恭愍王 15年（1366）9月 29日の条、「倭、陽川縣（現・ソウル市内）に入り漕船を掠す」11）。 
③恭愍王 16年（1367）3月 13 日の条、「倭、江華府を掠す」12）。 
④恭愍王 20 年（1371）7月 3 日の条、「倭、礼成江に冦し兵船四十余艘を焚く」13）。 




①恭愍王 12年（1363）4月 20日の条、「倭、船二百十三艘喬桐（現・仁川市内）に泊る」15）。 














1 세기 간의 원 간섭기를 거친 후 고려는 왜구로 인하여 극심한 어려움을 
겪었다. 고려시대 왜구가 본격적으로 침입해 온 것은 충정왕 2 년(1350) 이후의 
일인데 이들의 침구는 고려 멸망 직전인 우왕대에 절정에 이르렀다. 기록상 
왜구의 침입은 지역적으로 견남 85 회, 경기 56 회, 경북 54 회, 충남 53 회 등으로 
나타나고 있어서 충남 지역도 왜구의 주요 침입 지역이었음을 알 수 있다. 당시 
왜구들은 연안 지방 뿐만 아니라 내력 수로를 이용하여 깊이 들어왔기 때문에 
















계룡산 주변은 금강을 이용한 침입이 가능하였다.  
우왕 2 년(1376) 왜구는 부여를 거쳐 공주에 쳐들어 왔으며 공주는 이들에게 
함락되었다. 왜구들이 공주를 거쳐 연산으로 들어가자 양광도 원수 박인계는 
이들을 추격, 개태사 앞 황산벌에서 전투를 벌였다. 이 싸움에서 박인계는 
피살당하였고 일대는 왜구에 의하여 도륙이 자행되었다. 이러한 혼란한 와중에서 
인근 주민들은 계룡산으로 모을 피하게 되었는데 왜구는 이들을 산중에까지 
추격하여 들어갔다. 그리하여 ‘부녀와 어린애, 왜구를 피하여 산중에 오른 자들이 



















⑤辛禑 6 年（1380）8 月の条、「倭、黄澗、禦侮、中牟、化寧、功城、青利等の縣を焼き、
遂に尚、善の二州を焚く」27）。 
⑥辛禑 10 年（1384）7月の条、「倭、永同・朱溪・茂豊等の縣を冦す」28）。 
 
                                                   


















④辛禑 9 年（1383）10 月の条、「鄭承可、倭と楊口に戦いて敗績し退きて春州に屯す。賊
追いて春州に至り、これを陥れて遂に加平縣を侵す」32）。 




















































































西暦年 朝鮮年号 侵寇回数 西暦年 朝鮮年号 侵寇回数
1223 高宗10 1 1389 辛昌王1 5
1225 12 1 1390 恭譲王1 1
1226 13 2 1391 2 2
1227 14 2 1392 朝鮮太祖1 1
1263 元宗4 1 1393 2 8
1265 6 1 1394 3 6
1280 忠烈王6 1 1395 4 1
1290 10 1 1396 5 8
1323 忠粛王10 2 1397 6 9
1350 忠定王2 6 1398 7 0
1351 3 4 1399 定宗1 4
1352 恭愍王1 7 1401 太宗1 3
1354 3 1 1402 2 2
1355 4 2 1403 3 8
1357 6 4 1404 4 5
1358 7 6 1406 6 6
1359 8 4 1407 7 9
1360 9 5 1408 8 13
1361 10 3 1409 9 1
1362 11 1 1410 10 0
1363 12 1 1411 11 0
1364 13 10 1412 12 0
1365 14 3 1413 13 0
1366 15 3 1414 14 0
1367 16 1 1415 15 1
1369 18 1 1416 16 0
1370 19 2 1417 17 1
1371 20 1 1418 18 1
1372 21 10 1419 世宗1 0
1373 22 3 1420 2 0
1374 23 11 1421 3 0

















































                                                   
38）『高麗史』第三、巻百十四、羅興儒の条「辛禑初判典客寺事、上書請行成日本、遂以通信使遣之、自
辛巳東征之後、日本與我絶交好、興儒初至、疑諜者囚之、有良柔者、本我國僧也、見興儒遂請釋之」。 

































































投化倭人が多くなったのは朝鮮王朝になってからであり、太祖 5 年（1396）には倭船 60
隻が寧海丑山島で投降した。倭寇の首領は、宣略将軍の顕彰が与えられ、翌年 2月には米














































、廣州을 거쳐서 京城으로 가면 十四日行程이 
된다. 水路로 金海 (黃山江에서 洛東江까지 가게 됨) 昌寧、善山、忠州(金遷에서 漢江까지 가게 
됨) 廣州를 거쳐 京城으로 가면 十九日行程이나 된다. 熊川에서 薺浦까지는 五里나 
된다. 常時居住하는  倭人의 戶數가 三百八戶이고 人丁은 男女 老少를 合하여 
千七百二十二名이나 된다. 寺社가 十一個所이나 된다. 
 
②東萊富山浦（동래부산포） 









을 거쳐 京城까지 도착하는데는 十五日行程이나 된다. 
東萊에서 富山浦까지는 二十五里나 된다. 常時居住하는 倭人의 戶數가 六十七戶이 
고 男女 老少를 合하면 三百二十三名이나 된다. 水路로 梁山(黃山江에서 洛東江까지 




鹽浦로부터 永川 竹嶺 楊根을 거쳐 京城까지 到着하는데는 十五日行程이 된다. 
水路로 慶州 丹陽 忠州를 廣州 거쳐 京城까지 到着하는데는 十五日行程이 된다. 
蔚山에서 鹽浦까지는  三十里나 된다. 常時居住하는  倭人의 戶數가 三十六戶이고 













 (식량을 보내는 것) 하기 위하여 




されていた。次は釜山であるがソウルまでは 14 日～15 日の所要で、日本人居住者は 300
人程度であった。一番日本人居住者が少なかったのは、蔚山で 130人ほどであった。ソウ





                                                   
54）申叔舟『海東諸國紀』（釜山大学校韓日文化研究所、1962 年）35-39 頁。 



















































②対馬島主は 1年間に 50隻の舟を送ることが出来る。また別事が起きたなら「特送」と 
称し送ることが出来る。これには定数がない。 





































という報を聞き太宗は、同年 6月兵船 227 隻、軍兵 17,285人からなる対馬討伐軍を編成。
6月 17日巨濟島を出発。6月 20日浅芽湾の尾崎浦（豆知浦）、6月 26 日仁位浦（尼老浦）に上























かった」としている 63）。表 2 は、世宗朝の 1418年から 1427年に至る十年間の進上回数で










































金柄夏『李朝前期對日貿易研究』(韓国研究院 1969 年)117 頁 
 
                                                   
65）한국 역사 연구회『조선시대  사람들은 어덯게 살았을까 1』(청년사 2005 년)、125-130 頁。 
66）「中世鮮薩貿易の展開」（広島大学文学部『紀要・第 18号』、1960 年 12月）。 
 
 
 年 回数  年 回数 
1418  ３ 1423 ５１ 
1419  ０ 1424  ７ 
1420  ３ 1425  ２ 
1421  ７ 1426  ３ 
1422  １ 1427  ４ 
  合計  ８１ 
進    上    者 回数 
一岐州萬戸道永  ２ 
日向州太守源氏島津元久  １ 
筑前州太守蔵親家  １ 
對馬都州都熊宗定盛  ３ 
九州總管源義俊 １１ 
防長豊三州都護大内殿家姪多多良滿世  １ 






肥州太守源(吉見)昌清  ３ 
一岐太守源重  ３ 
九州石城式部小輔源俊臣  ２ 
駿州太守源省(田平殿)  ２ 
昨州前刺史平常嘉  ３ 
對馬三味三浦羅  １ 
九州平常嘉  １ 
對馬州代官野馬多老重久  １ 
筑前州太守藤原(小貳)滿貞  ３ 
備州刺史大蔵氏種  １ 
九州多多良徳雄(大内盛見)  １ 
薩摩州源(島津)貴久  ２ 
日本国王使 奎籌 梵齢  １ 
日本国王使 奎籌 梵齢の私進  １ 
對馬藤次郎  １ 
肥州田平寓鎭海州太守原省後室融仙  １ 
石見州長濱因旛守  １ 
薩州伊集院寓鎭藤原頼久  １ 





















が対朝鮮貿易を独占し、1415年～1423年の 10 年間は島津家、1423年～1436年の 10 年間
は両者が均衡し、1437 年～1449 年間の 10 年間は伊集院氏が多かったことが分かる。表 4
の『李朝実録』の各年号の記載内容を見ると、進上物明細と朝廷からの回賜明細の両者が
書かれているケースは、次の 5 回である。 
ⅰ.世宗即位年（1418）10 月の条 67）、ⅱ.世宗 5年（1423）正月の条 68）、ⅲ.世宗 5（1423） 
10 月の条 69）、ⅳ.世宗 9年（1427）正月の条 70）、ⅴ.世宗 31年 2月の条 71）である。これ 














70）『世宗實録』巻 35、世宗 9 年正月の条「薩摩州太守源久貴、使人獻、硫黄三千斤丹木五百斤漆三十五
斤太刀五柄、回賜正布二百六十八匹」同前、523 頁。 




















      伊集院氏 
 
島津氏 




NO 年号年月 西暦 頼 常 為 計 伊 元 久 貴 好 計 家 久 計 頼   
      久 喜 久   久 久 豊 久 久   親 家   明   
1 太祖 4・4 1395 1     1 1         1         2 
2 太祖 5・6 1396 1     1                     1 
3 太宗 6・11 1406 1     1                     1 
4 太宗 7・10 1407 1     1                     1 
5 太宗 9・11 1409 1     1                     1 
6 太宗 10・4 1410                     1   1   1 
7 太宗 10・7 1410                     1   1   1 
8 太宗 10・9 1410   1   1                     1 
9 太宗 15・12 1415 1     1                     1 
10 太宗 15・12 1415           1       1       1 2 
11 太宗 18・1 1418           1       1         1 
12 世宗即位 8 1418           1       1         1 
13 世宗即位 10 1418           1       1         1 
14 世宗卽位 10 1418           1       1         1 
15 世宗 2・12 1420           1       1         1 
16 世宗 5・1 1423             1     1         1 
17 世宗 5・3 1423             1     1         1 
18 世宗 5・10 1423             1 1   2         2 
19 世宗 8・1 1426 1     1       1   1         2 
20 世宗 9・1 1427               1   1         1 
21 世宗 9・2 1427 1     1                     1 
22 世宗 10・3 1428               1   1         1 
23 世宗 10・4 1428 1     1       1   1         2 
24 世宗 11・9 1429               1   1         1 
25 世宗 13・1 1431 1     1       1   1         2 
26 世宗 17・9 1435     1 1                     1 
27 世宗 18・2 1436                 1 1         1 
28 世宗 18・7 1436     1 1                     1 
29 世宗 18・8 1436                       1     1 
30 世宗 19・7 1437     1 1                     1 
31 世宗 19・8 1437     1 1                     1 
32 世宗 20・9 1438     1 1                     1 
33 世宗 25・11 1443               1   1         1 
34 世宗 31・2 1449     1 1                     1 







































































  烏梅木・1000 斤 ＊桂心：インドネシア産薬用植物 
＊川芑：漢方薬用か？ 
丹木（蘇木） 100 斤 1000 斤 7100 斤 500 斤 1000 斤 ＊赤色染料 
硫黄  3000 斤 9000 斤 3000 斤 250 斤 ＊火薬原料 
鉛 50 斤    鑞鐵・100 斤 ＊鑞鐵：錫と鉛 
白鉛  10 斤 100 斤   ＊顔料用か？ 
太刀  10 箇 槍・2本 5柄   
金襴  1 段 2 段    
扇子  20 本 30 本    
黒木 100 斤     ＊不明 
犀角  2 本 水牛角・3箇    
染壺瓶 1 対    白蛤・500 斤 ＊白蛤：碁石用か？ 
黒魚皮   10 箇   ＊黒魚皮；不明 
象牙     11 斤  
寶砂   半斤    
紙彩   4 員   ＊色和紙 
鹿皮・柔鹿皮   60 箇    
砂糖   100 斤    
胡椒   100 斤  9 斤  
酒樽   5 箇    
漆    35 斤 藤・500 斤  







天正 6 年（1578）、日向国を平定した島津義久は、天正 7 年（1579）から 3 ヶ年は、専
ら肥後経営にあたった。天正 12 年（1584）3 月、島原において肥前國の竜造寺隆信と戦い
となり（島津では島原合戦と呼ぶ）これを打ち破った。天正 12 年（1584）には引き続き肥後平
定が進められ、翌天正 13 年（1585）に阿蘇惟光を降し肥後平定が完了した。その後島津義





た。しかしこれを知った豊臣秀吉が天正 15 年（1587）3 月、島津征伐のため 20 万の軍勢
を率い大阪を出発したため、島津軍は日向まで退却した。天正 15 年（1587）4 月、日向の
根白坂の戦いで羽柴秀長に大敗した島津義久は、5 月 8 日川内の泰平寺にて秀吉に見えて











・島津義久＝天正 15 年（1587）7 月 10 日上洛～天正 16 年（1588）9 月 14 日帰国。 
・島津義弘＝天正 16 年（1588）5 月 24 日上洛～天正 17 年（1589）8 月 10 日帰国。 
・島津義久＝天正 17 年（1589）5 月 28 日上洛～天正 18 年（1590）12 月 6 日帰国。 
2.肥後一揆出兵 
・島津義弘＝天正 15 年（1587）12 月 20 日、大隅大口へ出兵、肥後一揆に備える。 
・島津義弘＝天正 16 年（1588）閏 5 月 15 日浅野長政、加藤清正と協力し肥後一揆を鎮圧。 
3.大仏殿建立材木 
・天正 17 年 1 月 23 日秀吉、義弘に大仏殿建立の材木調達を命じる。 
4.小田原出兵 
・島津久保＝天正 18 年（1590）2 月 22 日小田原へ出兵。 
5.朝鮮出兵 
・島津義弘＝天正 18 年（1590）12 月 6 日上洛～文禄元年（1592）5 月 3 日釜山着 
・島津久保＝文禄元年（1592）5 月 3 日釜山着 
これ等の財政的負担は、当然家臣団に転嫁され、家臣団の不平不満となったのである。 
                                                   


















































































































   小西行長（肥後宇土）7,000人   宗 義智（対馬府中）5,000人 
   松浦鎮信（肥前平戸）3,000人   有馬晴信（肥前島原）2,000人 
   大村喜前（肥前大村）1,000人   五島純玄（肥前福江） 700人 
2番隊（兵力 22,800人） 
   加藤清正（肥後熊本）10,000人   鍋島直茂（肥前佐賀）12,000人 
   相良頼房（肥後人吉） 800人   
3番隊（兵力 11,000人） 
黒田長政（豊前中津）5,000人   大友義統（豊後府内）6,000人 
                                                   
3）李羲權『역사로 보는 전라도』(신아출판사 2001 년)126-127 頁。 
4）『黒田家文書』第一巻、この覚書には「コノ文書ハ、天正十九年十二月ノモノナルベシ」という注釈が






   島津義弘（大隅栗野）10,000人   高橋元種（日向）秋月種長（日向高鍋） 
                    伊藤祐兵（日向宮崎）島津豊久（日向高城） 
                     4,000人 
5番隊（兵力 25,000人） 
   福島正則（伊予今治）4,800人    戸田勝隆（伊予板島）3,900人 
   長宗我部元親（土佐岡豊）3,000人  蜂須賀家正（阿波徳島）7,200人 
   生駒親正（讃岐高松）5,500人    来島通之・通総（伊予来島）700人 
6番隊（兵力 15,700人） 
   小早川隆景（筑前名島）10,000人  毛利秀包（筑前久留米）1,500人 
   立花宗茂（筑後柳川） 2,500人  高橋統増（筑後三池）800人 
   筑紫広門（筑後福島）  900人 
7番隊（兵力 30,000人） 
   毛利輝元（安芸広島）30,000人 
8番隊（兵力 10,000人） 
   宇喜多秀家（備前岡山）10,000人 
9番隊（兵力 11,500人） 






4 月 12 日釜山着 6）。4 月 13 日釜山陥落 7）。4 月 14 日東莱陥落 8）。4 月 15 日機帳及び水営
の 2 城の敵軍が敗走した 9）。4 月 16 日梁山の兵が敗走した 10）。4 月 17 日密陽の兵が敗走
した 11）。4 月 20 日大邱陥落 12）。4 月 21 日仁同の兵が敗走した 13）。4 月 23 日善山を通過す
る 14）。4 月 24 日尚州陥落 15）。4 月 26 日聞慶陥落 16）。4 月 27 日忠州陥落 17）。4 月 29 日忠


























池内宏によれば、二番隊は、4 月 17 日釜山に上陸し東莱・梁山を通り、4 月 19 日彦陽
に入った。ここより加藤軍は、慶州に進軍し 20 日ここを占領した。一方鍋島軍は、蔚山・





至り、陽智・龍仁から 5 月 3 日漢城に入ったと詳細に検証している 22）。 
 
（3）三番隊（黒田・大友軍） 
池内宏によれば、三番隊は、4 月 17 日釜山に上陸し、4 月 18 日竹島海口に渡り金海府
を占領した 23）。金海を占領した黒田軍は、昌原城を日夜攻め占領した 24）。昌原から北へ向





と戦い、知禮を経て金山で黒田軍と合流した。4 月 27 日金山の戦の後、秋風嶺を越え











21）조건사연구회 편『조선시데 데구의 모습』우인수「도로와 통수단」 
「오르면서  70 리 내리면서 70 리라는 말이 있슬 정도로 험준한 고개이자 군사적 요새이기도 하여 
조령천을 따라 영남로의 옛길에 조령 제 1.2.3 관문이 있었다. 임진왜란 때 신입 장군이 새재를 
지키지 못하고 충주 남한강에 배수진을 쳤다가 왜군에게 대패한 사실도 아쉬움을 주는 역사의 한 
장으로 남아 있다」(啓明大学校,2002 年)101 頁。 
22）池内宏『文禄慶長の役・別冊第一』（東洋文庫、1936 年）35-50 頁。 
23）同前、51-56 頁。 













一、千二十石に馬一騎の賦。計 95騎。1騎毎に兵卒 34人。合計 3230人。 
一、五百石に馬一騎の賦。計 24騎。1騎毎に兵卒 17人。合計 408人。 
一、三百石に馬一騎の賦。計 143騎。1騎毎に兵卒 10人。合計 1430人。 
一、徒歩小侍衆・300人。一人に付き、夫丸 3人。夫丸合計 900人。 











島津義弘、久保父子が 4 月 27 日、対馬で用船し、名室港を出港し釜山に到着したのは 5
月 3 日であった。既に 5 月 2 日に小西軍が、5 月 3 日には加藤軍が漢城に入城していた。
義弘が遅陣の心境を表した 5 月 5 日付けの川上忠智宛の文書がある。「国元から船が来ない





元の噯が恨めしくなった」30）。また 4 月 6 日付けの島津義弘から新納忠元に宛てた文書に




































義弘が上洛、在京の経済的苦労を国元の比志島国貞に宛てた天正 16 年 4 月 21 日付の書
状で「老中一人も供有間敷由候」といい、「從此元者京都之借銀を相頼可罷登候」と借金の
































































忠増は、文禄元年の弥生朔日に義弘、久保と共に出発 40）。3 月 21 日から 4 月 6 日まで名
護屋に滞在 41）、4 月 7 日名護屋を出発し壱岐へ渡る。国元からの舟を待ったが来ないので、
4 月 17 日久保が、4 月 21 日義弘が対馬に渡る。ここで忠増は、舟が来るまで壱岐で滞在
42）、5 月 18 日に壱岐を出発し 19 日對馬の府中に到着 43）、5 月 26 日対馬を出発し夕方釜山
浦に到着した。5 月 28 日釜山浦を陸路出発、29 日に御両殿の御座舟が繋がれている「こも
がい口」という所に到着した 44）。池内宏は、この「こもかい口」を洛東江の河口である竹
島海口と見ている 45）。6 月 7 日竹島（御座船が係留されていた場所）を出発して密陽に到着 46）、6
月 8 日清道に到着 47）、6 月 9 日大邱着 48）、6 月 10 日仁同着 49）、仁同で兵糧補充を行い、6
月 12 日早朝に出発して夜に善山に到着した 50）。6 月 13 日戸田勝隆の本陣、尚州 51）、6 月
14 日長曾我部の本陣、咸昌。6 月 15 日その出城、聞慶 52）、6 月 17 日鳥嶺を越え、そこで
野陣を張って 18 日と 19 日に兵糧取りを行い、6 月 20 日蜂須賀の出城がある槐山本陣の忠
州に到着した。 
日記では「同十四日には長曾我部殿の城に到着し、15 日に蜂須賀殿の本陣に到着した。




違いである」としている 53）。6 月 20 日陰城、6 月 21 日竹山、6 月 22 日陽智、6 月 23 日龍






























仁、6 月 24 日漢城に到着した 54）。当時釜山から漢城までは、陸路で 14 日～15 日掛ったと
いわれている 55）。忠増が、義弘のルートを追いかけていったとするならば、島津軍は、嶺
南大路中路を進軍したことになる。宗義智に従軍した妙心寺の僧天荊の『西征日記』によ
れば、4 月 12 日に釜山に上陸し 56）、5 月 2 日漢城を陥落させている 57）。すなわち戦いなが
ら 20 日で釜山から漢城まで到着している。ここから推定すれば、人数は不明であるが、小
西軍が平定したあとの進軍であるから、通常の所要時間以下で漢城に到着したことは容易




5 月 2～3 日漢城に入城した各将は、その後の対応について 5 月 8～9 日に協議を行い、
朝鮮の各道を各将が受け取って実行支配に入ることとなった 58）。諸将に依る朝鮮八道の分
担は、表 2 の通りである 59）。『西征日記』によれば、天荊は、5 月 14 日から 16 日まで宗義 
表 2.八道地域分担      智の家臣・柳川調信名で朝鮮軍に手紙を送り和平工作に当た
っていた 60）。しかし和平は、決裂し 5 月 19 日小西・加藤・
黒田軍は臨津江に出陣した 61）。小西・加藤・黒田軍の出撃
に各軍も従い自分の分担地域に出陣して行った。 
池内宏は、「八道経路分担の合議的決定は、5 月 19 日以





島津父子の動静が最初に現れるのは、6 月 19 日の江原道
金化付近の戦いである。李烱錫の『壬辰戰亂史』によれば
「島津義弘は、5 月 9 日玄風を出発し漢城に上洛した後、
春川・金化方面の警備を担当した。島津主力軍は、永平郡（京畿道加平郡永中面）、島津忠豊軍
500名春川府。春川の忠豊から元豪軍から攻撃されているので救援を義弘に要請、義弘は、






























いた義弘は、久保に 200 の鉄砲隊を与え、元豪軍を奇襲させたという 63）。5 月に春川で、
島津忠豊が元豪軍と戦い、これを撃退した島津軍は、元豪を追って北上し、6 月 19 日葛洞







候」65）とあるところからみると、漢城で一日休みして、翌 6 月 26 日には島津義弘が行っ
たであろうと推察される方向を目指し当てもなく出発したのである。7 月 12 日森吉成の軍
と会い、伊東軍及び軍目付の片桐・藤懸軍など別ルートで江原道を平定していた。7 月 14
日三陟を出発、7 月 21 日前に楊口において薩摩軍の立て札を発見した 66）。 
池内は、「島津・伊東軍には片桐貞隆と藤懸永勝が同行しており、この二将が 6 月 7 日
に龍仁の脇坂安治の陣にいたことは、脇坂家伝記に明らかである。したがって島津・伊東
軍が漢城を出発したのは、6 月 7 日以後でなければならない。また毛利吉成が淮陽城を攻
め、府使・金練光を敗死させたのが 6 月 5 日であるから 67）、毛利吉成と島津義弘とは別個
に出発したことは明白である」としている 68）。 
しかし李烱錫によれば、「6 月 10 日頃脇坂安治軍は、龍仁に駐屯し、毛利・秋月・高橋
連合軍は、原州に駐屯していた。駐屯部隊の一部が驪州西北の南漢江の龜尾浦（現・楊平郡
介軍面九尾里）付近で兵糧調達中に元豪の奇襲を受け 50余人が死亡した」のである 69）。 
その後元豪は、前述の通り毛利吉成を追って驪州から北上し春川で島津忠豊軍と一戦し、
毛利吉成のいる金化へ向った。6 月 19 日金化・葛洞里の戦いで島津軍に敗れ戦死した。李
烱錫の史料を十分検証する必要はある。池内がいうように「島津軍は 6 月 7 日以後に漢城
を出発した」と断定することはできず、5 月下旬に漢城へ到着した島津軍は、そのまま、
                                                   
63）李烱錫『壬辰戰亂史』「敵의 4 番隊主將인 島津義弘이 거느리는 1 萬 2 千名의 군사는 먼저 현풍 
에 주둔하고 있다가 5 월 9 일에 漢城에 올라 온 뒤에 춘천 금화方面의 警備를 담당하게 되었는데 
그 配備상황은 다음과 같다. 島津義弘 主力軍 永平, 島津忠豊 5 백명 춘천 (中略) 島津義弘은 영평 
에 주둔하고 있는데 춘천부에서 元豪의 공격을 받은 그의 아들 忠豊으로부터 救援하여 달라는 
요청을 받게 되엇다. 義弘은 곧 춘천쪽에 군사를 보내어 구원의 복적을 달성한 뒤에 6 월에 들어 
서 금화현 쪽으로 북상하였다. 한편 금화에는 毛利吉成의 一部兵力이 駐屯中이었는데  원호는 이 
적을 공격하기 위하여 금화성 동쪽 15 리에 있는 葛洞里에 진을 치고 있었다. 이 전보를 들은 義 
弘은 그의 아들인 久保애게 騎士 20 명과 銃卒 200 명을 주어 機先을 制하여 원호군을 奇襲케 하였 
















時を同じくして毛利吉成は、淮陽を 6 月 5 日に陥落させた後、6 月 12 日李渾が嶺上に陣
地を構えている鐵嶺に南から進撃、偶然西の谷山郡方面から加藤清正軍が鐵嶺の北方面に
接近したため、李渾は、戦わずして退却した。吉成は、鐵嶺を越え、6 月 17 日加藤軍と共















平壌撤退に同意しなかった 74）。翌文禄 2 年（1593）1 月 3 日李如松が明軍 5 万人を率いて






月 25 日から 1 月 27 日まで碧蹄館で激闘し、明・朝鮮連合軍は、臨津江を越え東坡驛まで




73）『青邱圖』白山資料院 1994 年 
74）貫井正之『豊臣政権の海外戦略と朝鮮羲兵研究』（青木書店、1996 年）43 頁。 
75）李烱錫、前掲書、650-669 頁。 




撤退した 77）。しかし 2 月 12 日の幸州山城の戦闘では豊臣軍が權慄率いる朝鮮軍に苦戦し
攻略することができなかった 78）。 
碧蹄館の戦い以降、明軍は和議策に傾き始め、豊臣軍も 3 月 13 日龍山にある兵糧蔵が
焼き討ちされ兵糧がなくなったことに伴い、「朝鮮 2王子の返還」、「倭軍の釜山までの撤退」、
「明の和議使節の派遣」を条件に、これに応じることとなった 79）。これにより豊臣軍は 4





禄 2 年（1593）2 月、秀吉が戦線立て直しのため朝鮮に浅野長政と黒田孝高を派遣したが、
2 月 16 日付けの指示書である御朱印書に、「伊東民部・島津兵庫頭は、今までの陣所にこ
れあるべく候。しからば都とのつなぎの城見計い申し付くべく候」とあり 82）、文禄 2 年 2
月 16 日の時点では、島津義弘軍は、永平または金化に在陣していたと推定される。島津軍
が漢城を退却し、巨濟島に向かったのは 4 月 21 日であった 83）。 
秀吉は、漢城撤退と同時に第二次晋州攻撃を諸将に指示しており、文禄 2 年 6 月 21 日





表 3：倭城の築造 85） 
①文禄 18城 
 倭城名   時期  所在地    文禄時在番  慶長 2 年 12 月時  慶長 3 年 5月時 
1；釜山倭城  文禄元年 釜山市東区  毛利輝元   毛利吉成    毛利吉成 
2：子城台倭城 文禄２年 釜山市東区  同上             寺沢広高 
3：東三洞倭城 文禄２年 釜山市影島区 同上 
4：中央洞倭城 文禄２年 釜山市中区  同上 
5：東莱倭城  文禄２年 釜山市東莱区 吉川吉家 
6：林浪浦倭城 文禄２年 釜山市機帳郡 毛利吉成他 
                                                   
77）李烱錫、前掲書、674-688 頁。 
78）同前、697-707 頁。 












7：機帳倭城  文禄２年 釜山市機帳郡 黒田長政 
8：亀浦倭城  文禄２年 釜山市北区  小早川隆景 
9：竹島倭城  文禄２年 釜山市江西区 鍋島直茂 
10：加徳倭城  文禄元年 釜山市江西区 高橋直次 
11：西生浦倭城 文禄２年 蔚山市蔚山郡 加藤清正           黒田長政 
12：農所倭城  文禄２年 金海市酒村面 
13：安骨浦倭城 文禄２年 鎮海市安骨洞 脇坂他     藤堂高虎 
14：熊川倭城  文禄元年 鎮海市南門洞 小西行長    藤堂高虎 
15：明洞倭城  文禄２年 鎮海市明洞  宗義智 
16：永登浦倭城 文禄２年 巨済市長木  島津義弘 
17：松真浦倭城 文禄２年 巨済市長木  福島正則 
18：長門浦倭城 文禄２年 巨済市長木  蜂須賀家政 
 
②慶長８城 
1：見乃梁倭城 慶長２年 巨済市沙等             ？ 
2：蔚山倭城  慶長２年 蔚山市中区           加藤清正   加藤清正 
3：梁山倭城  慶長２年 梁山市勿禁           黒田長政    廃止 
4：馬山倭城  慶長２年 馬山市山湖洞          鍋島直茂   鍋島直茂 
5：固城倭城  慶長２年 固城市固城           立花宗茂   立花宗茂 
6：泗川倭城  慶長２年 泗川市龍現           島津義弘   島津義弘 
7：南海倭城  慶長２年 南海郡南海           宗義智    宗義智 
8：順天倭城  慶長２年 順天市海龍           小西行長   小西行長 
 
文禄 2 年（1593）に巨濟島在番を命じられた島津軍は、在番に必要な兵力・武器・兵糧




巨濟島の永登浦に在番した義弘、久保父子であったが、程無く文禄 2 年 9 月 8 日嫡子久
保が病死した。義弘は、二男又八郎（忠恒）に「昨日 8 日の夜、久保が死んだ。我等の落胆
振りを分かって欲しい」と手紙に書き送っている 88）。 
代わって、又八郎（忠恒）が朝鮮に出陣することとなった。文禄 3 年（1594）3 月 20 日、
忠恒は、京都で秀吉に拝謁し 89）、同年 8 月 25 日名護屋に着陣した 90）。 
以下『高麗入日記』（面高連長坊高麗日記）によって島津忠恒の動向を追って見ると、9 月
                                                   
86）『島津家文書之二』九五六（文禄 2 年 7 月 27 日朱印状）。 







13 日の条に薩摩よりの舟が一艘も到着していないとある。実際薩摩からの参着は、9 月 15
日から始まり、10 月 6 日まで続いている。10 月 8 日名護屋を漸く出発し、壱岐・対馬を経
て、同年 10 月 26 日釜山浦へ到着、伊丹屋清兵衛尉宅に宿泊、10 月 30 日巨濟島へ着陣し
た。 
義弘は、文禄 4 年（1595）4 月 12 日付けの朱印状によって、「太閤検地の後始末のため
に」帰国することが許された 91）。文禄 4 年 5 月 10 日、巨濟島を出発し 6 月 5 日大阪に到
着した 92）。8 月中旬京都発、8 月 28 日栗野に到着した 93）、一方島津忠恒は、8 月下旬に巨



































大 名 定  員 残  員 減耗率 
小西行長軍 18,700 6,629 64.50％ 
加藤清正軍 10,000 5,492 45.07 
鍋島直茂軍 12,000 7,644 36.30 
大友吉統軍 6,000 2,052 65.80 














































島津本家動員数は、戦闘要員が 5868 人、非戦闘員が夫丸 3900 人、加子 2000 人、道具
衆 665人、合計 6565人であり、総合計は 12,433人となっている。更に島津以久が 332人、
伊集院忠棟が 2,332人で、島津軍総合計は、15,097人であった。その外必要な船数は 121










慶長の役は、慶長 2 年（1597）7 月 15 日の漆川梁海戦で始まった。この海戦で藤堂・脇








で黄石山城へ向ったと推定される。8 月 16 日黄石山城を陥落させた 100）。 
一方左軍の島津軍の動向を『高麗入日記』（面高連長坊日記）によって追えば「（加徳島か
ら）7 月 28 日固城に上陸。8 月 3 日昆陽。8 月 5 日河東。8 月 11 日求礼。8 月 12 日南原に





慶長 2 年（1597）8 月 28 日益山、9 月 1 日石城、9 月 2 日扶余、9 月 4 日林川、9 月 6 日












寒山、9 月 7 日舒川、9 月 14 日金溝、9 月 15 日井邑、9 月 16 日井邑会議、9 月 20 日長城、
9 月 23 日羅州、9 月 24 日靈岩、9 月 25 日海南、10 月 10 日康津、10 月 12 日海南、10 月
13 日羅州、10 月 17 日潭陽、10 月 19 日淳昌、10 月 23 日南原、10 月 24 日求礼、10 月 27














（4）露梁海戦（11 月 19 日） 
豊臣軍は、11 月 11 日に撤収を開始し、島津義弘・宗義智は昌善島に、立花統虎は巨濟
島に集結し小西行長の到着を待っていた。しかし小西行長が東征・西路軍に包囲され順天

























敵將 脇坂安治는 龍仁에서 이긴 다음 그 守備를 宇喜多秀家의 맡기고 六月 
十九日에는 벌서 熊川에 내려와서 海上活動을 시작하게 되었는데 秀吉의 이 
嚴命을 받고 加藤嘉明과 九鬼嘉隆을 기다리지 않고 七月六日에 그의 指揮下에 







다다랐다. 이리하여 여기 海戰史上 가장 찬란한 閑山島 前洋 싸움이 벌어지게 
되었다」108） 
 
朝鮮水軍が 7 月 6 日の初戦において脇坂水軍と戦いがあったことを記している。その戦
果は撃破及び焚燒した艦船 66 隻、斬首した敵兵は、86人と朝鮮水軍の大勝利であった 109）。 
 
②安骨浦海戦 
我軍 水師는 8 日에 閑山島 앞바다에서 敵을 擊滅한 다음 9 日에 加德島에 와서 
敵艦船이 安骨浦에 있다는 情報를 듣고 곧 進航하려고 하였으나 風浪이 甚하여 
이날 밤 巨濟 溫川島에 陣을 치고 밤을 새웠다. (中略) 李舜臣의 艦隊는 鶴翼의 
陣列로서 먼저 進擊하고 慶尙右水使 元均의 艦船 7 隻은 그 뒤를 따라 安骨浦를 
目標로 일제히 進發하였다. 安骨浦 어구에 이르리 浦口안을 仔細히 살펴 보니 
敵의 大艦이 21隻 中艦 15隻에 小艦이 6隻 모두 合하여 42隻이 있었는데 그 중에 
3 層閣이 있는 大艦 1 隻과 2 층각이 있는 大艦 2 隻은 포구에서 밖을 向하여 떠 
있었느며 나머지 艦船들은 次例로 列을 지어 碇泊하고 있었다. (중략) 我軍 
艦船의 50 餘隻이 一時에 砲를 쏘고 화살을 퍼부어 安骨浦의 산고 바다를 온통 
뛰흔들어 놓으니 屋上이 있는 大艦과 2 層 大艦에 타고 있던 敵軍들은 거의 다 
死傷하였는데 그들은 사상한 者들을 小艦으로 실어내고 다른 艦船의 敵兵들을 
小艦으로 옮겨 실은 뒤에 다시 層閣大艦에 集結하는 것이었다. (중략) 이 
海戰에서 艦船擊破 분소가 20 여척이었고 참수가 2 백 50 餘級이었다 110）. 
 





敵은 이미 8 月末부터 장차 晋州城을 攻圍한 작정으로 釜山方面의 對備策을 
議論하였는데  (中略) 三奉行들이 이에 贊成하고 일본에서 건너온지 얼마 되지 
않는 伊達正宗의 군사를 비롯하여 모두 釜山方面의 戰備를 强化하였다는 것이다. 
이때에 그들의 水軍은 全力을 釜山鎭을 中心으로 集結하고 있었으니 그 總兵力이 
1 萬 8 千名이고 艦船이 4 百 30 餘隻에 達하는 것이었다. (중략) 적의 수군은 모두 







부산포에 집결하여 이전과 같이 간히 외양으로 나가지 못하였고 豊臣秀吉도 
閑山島앞바다에서는의 慘敗와 安骨浦에서의 大敗 以來로는 消極戰法을 取하도록 
嚴命을 내린 바가 있었으므로 우리 水師에 대하여서는 덮어놓고 먼저 陸上으로 
뛰어 올라가는 곳이 上策이라는 珍奇無類의 怪典法만을 固執하는 것이였다. (中略) 
敵은 4 百餘隻의 艦船을 가지고 있으면서도 我軍의 武威에 겁내어 가슴이 
무너지고 어리를 움추려서 單 한 척도 勇敢하게 나와서 싸우지 못하고 다만 
산위에 도망쳐 올라가 百餘隻의 함선이 모저리 撞破되고 焚燒되는 것을 내려다 
보기만 하였으니 그들의 情景을 想像한다면 도리어 惻隱한 생각이 들기도 하는 
것이었다 111）. 
 








































伝えた。1597 年 1 月 21 日、都元帥權慄は、閑山度の陣中まで赴き、「近日中に加藤清正が
来ると言う情報がある。出動せよ」と李舜臣に厳命したが、彼は、情報源が要時羅と知っ
て、出撃命令に応じなかった。李舜臣は、命令違反の罪で、1597 年 2 月 26 日、反逆罪で
ソウルに投獄され、後任は元均が任命された。3 月 12 日李舜臣の裁判が開かれ、無罪が明










7 월 8 일 敵艦船 6 百餘隻이 바다를 건너와서 釜山 앞바다에 碇泊하고 있었는데 
水軍의 主將 加藤嘉明과 藤堂高虎 그리고 脇坂安治등은 熊川에 갔다가 加德島로 
向하려 하였다 이때에 統制使 元均은 閑山島 本營에 앉은채로 指揮한다 하여 
나오지 않고 다만 慶尙道右水使 裴楔로 하여금 水師 數百隻을 거느리고 나가서 
치게 하였다. 裴楔은 大艦 2 隻으로서 先鋒을 삼고 이날 밤을 利用하여 熊川을 
急襲하여 잘 싸웠으나 敵의 활에 맞아 죽는 將士가 많았으며 軍糧 2 百餘石 배 
數 10 척을 불태워 잃었으므로 都元帥 權慄은 7 월 11 일에 昆陽 本營에 元均을 
불러와서 棍杖으로 罰한 뒤에 急히 閑山島 本營으로 돌아가 싸우도록 嚴命을 
내렸다. 都元帥 원륜이 곤장을 맞고 閑山島 本營에 돌아오자 분함을 이길 도리가 
없어서 出動할 수 있는 艦船을 모조리 動員시켜 釜山 敵本陣을 急襲키로 하여 









敵을 막아내지 못하고 여러 장수들과 같이 돛을 올리고 흩어져 도망치기 
시작하였다.(중략) 元均軍 艦船들은 새로 만든 別船 40 隻을 빼앗기고 敗殘한 






















































































                                                   
120）『旧記雑録後編二』巻三十一、1245。 
121）朝鮮日々記研究会『朝鮮日々記を読む』「同四日ニはやはや船より我も人もおとらしまけしとて物を

















③夏 4 月 8 日島津軍千余名が又山陰・咸陽に向かった 128）。 
④6 月 5 日島津軍四百余名が水路から入り、楽安や興陽・寶城を略奪した 129）。 
⑤秋 7 月 15 日島津軍百余名が、山陰や咸陽を略奪した 130）。 
⑥島津軍五百余名が、一隊は晋州・山陰から咸陽・六十峴へ向い、一隊は居昌から茂朱・ 
錦山へ向った 131）。 









し、文禄 2 年閏 9 月 26 日付けの朱印状を以て、ⅰ.逐電将兵の処置、ⅱ.日本との往来切手












11 月 5 日：御本陣より国元より参り候あめ御持たせ候。 
12 月 5 日：日本より大茂主馬助被乗候船、一艘着船申候。 
12 月 6 日：日本より船二艘参申候。 
12 月 7 日：日本より船二艘参着仕候。 
                                                   
128）同前、九十一・三月之条「泗川之賊千餘名、又向山陰咸陽」。 
129）同前、九十四・六月之条「島津軍四百餘名、由水路至全羅、下陸分兵、或入楽安、或向興陽・寶城」。 















文禄 4 年 5 月 10 日、解纜於朝鮮國巨濟、6 月 5 日、到著攝州大坂。 
⑤『旧記雑録篇二』巻三十四、1517 
（前略）文禄 4 年 8 月中旬、義弘主辭京都、同月 28 日、歸著于栗野矣、旅庵扈従也。 
⑥『旧記雑録後篇二』巻三十五、「高麗入日記」（文禄 4 年 12 月 1 日より 30 日迄） 
12 月 3 日：日本より船一艘渡海申候、上乗利心ニ而候。 
12 月 8 日：釜山浦よりいたミやの清兵衛尉御礼ニ参上申候、樽四つ・鴨四つ・蜜柑・昆
布進上申候。 
12 月 12 日：国元江御用二付飛脚被差下候。 





















中乗 7人、加子 4人、 

























①文禄 3 年 10 月 26 日 
「（島津忠恒）對州皇之浦午刻御出船被成候、終日順風能吹とをり候、高麗釜山浦江戌之刻
御着船被成候、其刻天氣打時雨候而、終夜大雨ニ而候、御宿ハ伊丹屋淸兵衛尉ニ而候」。 
②10 月 28 日 
「夜入候而、堺衆御礼ニ被参候、馬樽一ツ、鯛一懸進上被成候、天草殿江青銅三百疋、
堺衆江鳥目二百疋、御礼として被差遣候」。 
③10 月 29 日 
「伊丹屋淸兵衛尉江御礼として青銅千疋被下候、釜山浦戌之刻ニ御出船被成候」。 
④10 月 30 日 
「高麗唐嶋江亥之刻御着船被成候、御船を初として拾七艘之船無何事罷着候」。 
⑤11 月 2 日 
「御本陣江御参被成候、町衆樽四ツ・鯛二懸進上仕候、次ニ町之久簡屋鱈一懸進上申候」。 
⑥11 月 4 日 
「武庫様、又八様江御申被成候而、御寄合ニ而候、終日御遊山被成候、晩ニ御会尺ニ御
鞠ニ而候、鞠果候而、種々御亂舞被成候、（中略）濱之町衆より鯛五懸進上申候」。 
以下は文禄 4 年の『高麗入日記』より抽出した 135）。 
①文禄 4 年 12 月 8 日 
「釜山浦よりいたミやの淸兵衛尉御礼ニ参上申候、樽四ツ鴨四ツ樒柑昆布進上申候」。 
②12 月 13 日 
「又八様釜山浦御越候、御供之衆ハ図書頭殿（島津忠長）、抱節（伊集院久冶）、又六殿（入来院












































                                                   
136）『旧記雑録後編三』巻四十三、639。 










の役の勝戦の時期には「宣祖戊戌（慶長 3 年）島津軍 400余名が晋州から山陰に入り、二手
に分かれ、一隊は六十峠を越えて長水へ、一隊は安陰、居昌から黄澗、永同を略奪し、知
礼、金山、陜川を経由して帰還した。」「8 月 29 日島津軍五百人が晋州から知異山に乱入。
頭流寺、金台寺、安国寺を略奪。殺掠無数」など、島津軍の兵糧調達と寺院にまで及ぶ略
奪は、朝廷まで報告されていた。 















表 6：朝鮮捕虜送還数（7,452 人） 
年 送還数 年 送還数 年 送還数 年 送還数 
1600 481 1605 1390 1610 0 1616 0 
1601 251 1606 121 1611 1 1617 146 
1602 243 1607 0 1612-13 0 1618 9 
1603 200 1608 1240 1614 1 1619 0 






                                                   




































義弘は、慶長 10 年（1605）、串木野の朴平意などを苗代川に屋敷 23箇所、食禄 87石を
給して保護し、朴平意を庄屋として自治を許した 141）。所謂苗代川焼である。義弘は、意
に適するものには、帖佐の例の如く捺印し、これも“御判手”と称した。串木野に連行さ
                                                   
139） 古河古松軒「西遊雑録」（本庄榮治郎他『近世社会経済叢書第九巻』改造社、1927 年）111 頁。 
140） 鹿児島県『鹿児島県史第二巻』（鹿児島県、1974 年）539 頁。 





































左傳・三十巻         大平通載・四十三巻（二巻不足）  選詩・六巻 
二程全書・十五巻       劉向新序説苑共・六巻      文選・二十五巻 
史略・七巻          唐詩正音・八巻（二巻不足）    楚辭・四巻 
東坡・十四巻         近思録・十四巻         石川集・四巻 
                                                   
143）鹿児島県、前掲書、541 頁。 
142）清水盛香「盛香集」巻一、朝鮮王子之事（『薩藩叢書第三編』薩藩叢書刊行会、1908 年）17 頁。 




通鑑・十三巻         企齊集・十巻          宋鑑・三十六巻 
資治通鑑綱目・三十二巻    御製文集・四巻         唐鑑・六巻、 
叓槎續集後集共・五巻     煎燈新話・二巻         中庸・一巻、 
漂海録二部共・六巻      陸宣公集・五巻         詩人玉屑・五巻、 
詩傳・九巻          詩火文・二巻          南華眞經・十巻 
昌黎文集・十八巻       禮記淺見録・廿一巻       杜詩・十四巻 
左傳・二十七巻        大明一統志・廿四巻       聯珠詩格・七巻 
朱子節要・七巻        書經六丈書集・十一巻      性理大全・廿五巻 
春秋・五巻          三蘇文集東坡老泉齢濱・十五巻  白氏文集・十六巻 
李白集・十四巻        前漢書・廿巻          春秋大全・十五巻 
古文眞寶・六巻        朱子節要・八巻         五禮儀・八巻 




















1510 年（永正 7 年）アフォンソ・デ・アルブケルケは、カリカット占領に失敗したが、
北上しゴアを攻撃、これを占領し印度西岸の商業支配に確固たる地位を築いた。また翌年
1511 年（永正 8 年）にはマレー半島における香料貿易の中継地として栄えていたマラッカ
を占領し、東南アジアにおけるポルトガルの拠点とした。 
ポルトガル人が明朝に対して通商貿易を求めて広東に入港したのは 1517 年（永正 14 年）

































1547 年（嘉靖 26 年）朱紈は、浙江巡撫に任命されると、沿海官豪との妥協を一切排除










年（嘉靖 36 年）投降したが殺された。 






















































西暦 日本 明 山東 江南北 浙江 福建 広東 合計
1523 大永3 嘉靖2 1 1
1524 4 3 1 1
1533 天文2 12 1 1
1534 3 13 1 1
1535 4 14 1 1
1540 9 19 1 1 2
1542 11 21 1 1
1545 14 24 1 1
1548 17 27 1 1 2
1549 18 28 1 1
1550 19 29 1 1
1551 20 30 1 1 2
1552 21 31 1 1 10 1 13
1553 22 32 27 32 4 1 64
1554 23 33 56 33 2 91
1555 弘治1 34 2 57 38 4 101
1556 2 35 2 33 26 7 68
1557 3 36 17 1 6 1 25
1558 永禄1 37 9 12 11 32
1559 2 38 12 10 25 9 56
1560 3 39 11 4 15
1561 4 40 4 17 1 22
1562 5 41 20 20
1563 6 42 14 4 18
1564 7 43 3 2 5
1565 8 44 1 1 1 3
1568 11 隆慶2 2 2
1569 12 3 4 4
1570 元亀1 4 1 1
1571 2 5 5 5
1572 3 6 3 3
1574 天正2 萬暦2 1 2 3
1575 3 3 1 1
1576 4 4 1 2 3
1578 8 8 1 1 2
1588 16 16 1 1 2
1593 文禄2 21 1 1
1601 慶長6 29 4 4
1603 8 31 1 1
1616 元和2 44 1 1
1618 4 46 1 1

































渡航地 1：交趾 2：暹邏 3：呂宋 4：安南 5：東埔寨 6：高砂 7：西洋 8：太泥
インドシナ南端シャム フィリピンベトナム プノンペン台湾 マラッカ パタニ
回数 73 55 54 47 44 36 18 7
9：占城 10：信州 11：密西耶 12：芠萊 13：順化 14：田弾 15：毘耶宇 16：摩陸
チャンパ アモイ フィリピンブルネイ 安南首都 （不明） 澎湖島 モルッカ








表 3：階層別朱印船貿易家派船比率         長崎奉行の竹中正重、島原城主の松倉
重政の呂宋派船は、切支丹調査のため
である。また因幡の亀井氏を除くと全
































                                                   
1）『朱印船貿易史の研究』（弘文堂、1958 年）190 頁。 
2）『日本歴史人物事典』 
 
慶長 元和 寛永 小計
大名 32 0 5 37
19% 0% 9% 12%
武士 2 5 3 10
1% 6.6% 5.5% 3.5%
商人 97 33 41 171
58% 43% 75% 58%
支那人 18 22 3 43
11% 29% 5.5% 14%
欧州人 17 16 5 38
10% 21% 9% 13%




















島津忠恒 8 五島玄雅 2
松浦鎮信 7 竹中正重 2
有馬晴信 7 松倉重政 1
鍋島勝茂 3 細川忠興 1
亀井玆矩 3




右衛門（兄）、平野藤次郎の 3人が末吉一族から任命された。慶長 17 年（1612）平野藤次
郎は、道頓堀開発を大坂の豪商、安井九兵衛、安井道頓と行い、元和元年（1615）に完成
させた。大坂の陣で、末吉孫左衛門と平野藤次郎は、徳川方に参加し功績をあげ戦後代官














































は「輸入量が 40 万斤を超えると相場が下落した」3）といわれたことから推察すると 30 万
斤後と考えられる。 
当時の現地生糸相場が、生糸 100 斤＝銀 1 貫 500 匁～600 匁、また日本の相場（糸割符
相場とは無関係）が、銀 2 貫 200 匁～3 貫 500 匁であったという 4）。これを前提に朱印船
の生糸の利益を計算すると、輸入量 12 万斤で相場 100斤＝1貫 500匁、国内売値を 2貫 200
匁とすると、1斤当り銀 7匁の利益となり、12 万斤で銀 840貫の利益となる。また 30 万斤






















                                                   
3）岩生成一『朱印船貿易史の研究』254 頁。 
4）同前、255頁。 
5）「糸割賦由緒書」（本庄榮治郎他『近世社会経済叢書』第八巻、改造社、1927 年）113-114 頁。 
 
西暦 1612年 1614年 1627年 1634年 1635年
和号 慶長17年 慶長19年 寛永4年 寛永11年 寛永12年








































                                                   









京  百丸 

























































































③慶長 13 年（1608）8 月 19 日付けの島津家久宛、山口直友の書状によれば、慶長 10（1605） 





④琉球出兵は、慶長 14 年（1609）2 月 26 日に義久・義弘・家久三者連名の「琉球渡海之 
軍衆法度之條々」が発せられ 17）、3 月 4 日山川港を出発した。以降の詳細な状況は、「琉球 
渡海日々記」に譲るが 18）、琉球軍を圧倒し 4 月 5 日に「首里の城御うけ取被成候」、5 月 
17 日尚寧王以下人質を連れ今歸仁を出港、5 月 24 日に山川港に凱旋した。 
 
（5）江戸参府 





























































                                                   
20）豊田武監修『鹿児島の歴史』（鹿児島県社会科教育研究会、1980 年）100-103 頁。 
















































年 送還数 年 送還数
慶長5年 481 16年 1
6年 251 17年 0
7年 243 18年 0
8年 200 19年 1

























































































































































































































































































































































江戸時代における朝鮮通信使の来朝は、慶長 12 年（1607）より文化 8 年（1811）まで
12回に及んでいる。一行は、総勢 400人を超えその接待費用も多額に上ることから、新井
白石は、江戸参府を 100 名に限定し他は大坂に留めることとした（正徳元年第八回通信使）。こ




①慶長 10 年（1605）国情視察に来朝 
『林羅山文集』巻第六十の韓客筆語に「慶長十年（1605）乙巳二月、京師の蕃館に朝鮮






















③元和 3 年（1617）第 2回朝鮮通信使 
正使・呉允謙、副使・朴木宰、従事官・李景稷、総勢 428名。大坂平定、日本統一を賀














⑤寛永 13 年（1636）第 4回朝鮮通信使 
正使・任絖、副使・金東溟、従事官・黄青丘、総勢 475名。江戸城で家光に拝謁し、始

















































































































































新羅花郎徒の最盛期は、三国統一すなわち 600 年から 700 年初めまでである。その後は
平和な時代が到来し花郎徒の活動も見るべきものがなかった。しかし、花郎は、祭義的な
面で高麗建国の太祖・王建（918-943）に受け継がれた。『高麗史』巻二、太祖 26 年（943）



































































4 月に完成した 5）。 
 
7.徐居正編『東國通鑑』 
『東國通鑑』は、成宗 16 年（1485）に徐居正らによって刊行された。 
 
8.李繼福『三國史記』及び『三国遺事』正徳本（復刻版） 












                                                   




6）南晩星訳『芝峰類説』解題「芝峰類說은 著者의 序文에 따르면 萬曆 42년 7월에 탈고한 것으로 
되어 있다. (中略) 지봉류설은 지봉의 사후 仁宗 11년(1633)에 이르러 그의 아들 성구와 민구에 




































                                                   
7）『芝峰類説』君道部賞功の条（朝鮮古書刊行会、1915年） 
8）同前、外道部仙道の条 
9）『成宗實録』成宗 2 年 6 月 8 日司憲府大司憲韓致亨の条「有男人號稱花郎者、售其誣詐之術、漁取人財
貨、略與女巫同」。 














































                                                   










































                                                   











     











暦 3 年（1657）の間には、「丁酉」が慶長 2 年（1597）と明暦 3 年（1657）の二回あった。


























































































































































































이 蓬左文庫本은 그 刻版이 오랜 세월로 刓缺(완결)되어 해독할 수 없는 부분이 
많이 생겨 慶州府尹 이계복이 성주목사 權輳가 구하여 보내준 완본을 다시 간행 
하고자 경상감사 安塘과 都事 朴佺에게 보고하여 승인을 받고 여려 읍에서 
分刻시겨 중종 7 년(1512)에 마친 다음 경주부가 이를 돌려받고 藏版한 것에서 
찍어낸 곳에 해당한다. 그 刊印本의 각 책장을 면밀히 조사하여 본면 原刻版에서 
찍어낸 것이 권 1 애 8 장, 권 2 에 24 장, 권 3-5 에 11 장 들어 있으며 그 밖 에는 
原刻本을 飜刻의 현식으로 重刻한 것임이 확인된다. 
그 重刊本이 임진란 때 일본으로 유출되어 江戸城의 富士見亭文庫에 수집되어다가 










                                                   
30）同前、23-29 頁。 
31）同前、29-59 頁。 




































                                                   
33）三品彰英撰『三国遺事考証上』16 頁。 































































文禄 3 年（1594）10 月、忠恒の側近として再び朝鮮へ渡海した。その後慶長 3 年（1598）
12 月、豊臣秀吉の死去に伴い日本軍の撤退が決定され、忠恒と共に帰国した。 













①慶長 15 年（1610）、家久公琉球王被召列駿府江戸ヘ御参府之時御供仕候。 
②元和 3 年（1617）正月、家久公江戸御参府御供。 
③元和 8 年（1622）9 月、御参府御供。 








⑦寛永 16 年 5 月 8 日、光久公御夫人御病気之段、江戸ヨリ申來候ニ付、貞昌鹿児島ヲ發ス、 
9 月 5 日江戸着、不日ニ御夫人御平快。 
 
（2）伊勢貞昌に対する内外からの信任 

































                                                   































































罪一等を減じた。そのおり家康は、文之を相州建長寺の住持に任じた 7）。慶長 16 年（1611）、

















                                                   











































巻末の付表 11 によれば、山田昌巖は、天正 6 年（1578）、山田有信の嫡男として誕生し
た。天正 15 年（1587）十歳のとき、父有信が豊臣秀長軍に高城で降し、人質として豊臣軍
に預けられた。文禄 4 年（1595）冬、十八歳で朝鮮へ出陣し島津忠恒の配下となり、慶長












『旧記雑録』によれば、昌巖は、慶長 12 年（1607）8 月 27 日 11）及び慶長 13 年（1608）
11 月 17 日 12）に行われた犬追物において、射手として島津家久と共に参加している。寛永
6 年（1629）閏 2 月 26 日出水地頭に任命された。寛永 13 年（1636）家老に昇格し、翌年

















































『林羅山年譜稿』によれば「寛永 4 年 3 月 22 日、羅山が漢和連句に参加する。連衆は
羅山以外に、玄仲・林永喜・応昌・竜圭・大橋重保・佐河田昌俊・伊勢貞昌・重国・佐河




係が紹介されている 17）。九首のうち 8首は、「歳旦詩歌に和す」として寛永 5 年（1628）、
寛永 6 年（1629）、寛永 11 年（1634）、寛永 13 年（1635）、寛永 14 年（1637）、寛永 15 年











                                                   






























































































































































































































































































































































       忠綱（越前）                       石屋（福昌寺） 
①     ②                            俊久（黒葛原） 
島津忠久   忠時   忠綱（山田）                  忠重（大重） 
1179-1227   1202-1272  久助（阿蘇谷）                  義久（麦生田） 
            忠経   忠光（町田）             久影（日置） 
            ③    俊忠   久万（伊集院）  久親   久氏  頼久 
            久経   久長（伊作） 
          1225-1284  ④ 
                 忠宗    
                1251-1325 
                       
                     ⑤ 
                      貞久   頼久（川上） 
                   1269-1363   ⑥1325-1376 
                           師久（総州家）  伊久（断絶） 
                         ⑥1328-1387 
                           氏久（奥州家） 
      ⑦1363-1411                 
氏久（奥州家）   元久   守邦（仲翁守邦） 
         久豊   豊久 
       ⑧1375-1425  季久 
              用久（薩州家）  国久  重久  忠興   実久 
              忠国   友久（相州家） 運久      尚久 忠長 
          ⑨1403-1474     久逸（伊作） 善久 忠良   忠将  以心 
                   勝久（桂）    （継相州家） ⑮（1514-1571） 
                   忠経（迫水）         貴久 義久 
                   守棟（福昌寺）           ⑯（1533-1611） 
                   忠弘（喜入）             義弘 
                   立久 忠昌            ⑰（1535-1619） 
                ⑩1432-1474 ⑪（1463-1508）           忠恒 
                                  ①藩主（1576-1638） 
                        忠治⑫（1489-1515） 
                        忠隆⑬（1497-1519） 


















































島津忠久 忠時 山田忠継 忠実
（奥州家）
忠継 忠実 氏久 元久 仲翁守邦





俊忠 久万 久親 忠親 忠国
忠国 久氏 久教 孝久 資久
久影 日置氏祖 頼久 熙久 経久 久雄
義久 麦生田氏祖 景久 継久






































































耕翁舜田 舜 有 
郁芳春本 月渓崇鏡 問 得 
雲夢崇沢 天 澤 
月渚玄得 鄙渚玄糠 
文之玄昌 如 竹 愛甲喜春 
253 
 




















祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 層雲峡氷瀑まつり ○氷の芸術
北 2 さっぽろ雪まつり ○雪像
海 3 YOSAKOIソーラン祭り ○平成から








































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 東通の獅子舞 ○山伏神楽 （○）火伏せ
青 2 東通の能舞 ○山伏神楽 （○）




















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 山屋の田植踊 ○座敷田植え
岩 2 毛越寺の延年 ○毛越寺
手 3 雫石町裸踊り ○三社坐神社 （○）
4 黒石寺蘇民祭 ○黒石寺 （○）
5 日高火防祭 ○火伏せ 民俗
















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
宮 1 上沼獅子舞 ○上沼八幡神社

























































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 七日堂裸詣り ○園蔵寺龍神の玉
福 2 高田大俵引き ○農と商






























































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 遊佐のアマハゲ ○なまはげ
山 2 やや祭り ○八幡神社年越



























































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 一日市裸参り ○一日市諏訪神社（○） （○）
秋 2 諏訪神社の酒飲み占 ○豊凶占






































































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 鬚撫で祭 ○祭当番交替式
千 2 飽冨神社の筒粥 ○飽冨神社・豊凶
葉 3 武西の六座念仏の称念仏踊 ○
4 茂名の里芋祭り ○十二所神社














19 大原はだか祭り ○鹿島神社 （○）
20 佐原の大祭秋祭り ○諏訪神社
21 高家神社の庖丁式 ○高家神社


































埼 2 喜多院のだるま市 ○厄除け大師






























































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 少林山のだるま市 ○達磨寺
群 2 片貝神社太々神楽 ○片貝神社 （○）















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 滝流しの式 ○最勝寺
栃 2 栗野町発光路の強飯式 ○妙見神社
木 3 鎧年越 ○鑁阿寺武者行列
4 板荷のアンバ様 ○














19 子供強飯式 ○生岡神社 （○）
20 悪口祭り ○最勝寺
























祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 祭頭祭 ○鹿島神宮
茨 2 日立風流物 ○風流








































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 藤木の太鼓乘り ○道祖神
山 2 西南湖の獅子舞 ○道祖神
梨 3 田野の十二神楽 ○
4 徳和天神祭 ○子供が主役
5 山梨岡神社太々神楽 山梨岡神社 ○信玄出陣神楽
6 天津司の舞 ○天津司神社 人形芝居
7 室伏の打ちはやし ○日吉山王神社







15 藤尾獅子舞 ○二宮神社 （○） （○）
16 箕輪新町のおんねりと巫女舞 ○金比羅神社
17 日原獅子舞 ○愛宕神社 （○） （○）
18 吉田の火祭り ○富士浅間・諏訪神社 鎮火祈願































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 左義長 ○道祖神
神 2 チャッキラコ ○海南神社大漁
奈 3 万福寺の火渡り火伏せ祭り ○万福寺 （○）火除
川 4 世附の百万遍念仏 ○能安寺 （○）悪疫


















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 うそかえ神事 ○亀戸天神
東 2 凧市 ○王子稲荷火事
京 3 徳丸の田遊び ○徳丸北野神社 （○）




8 横中馬の獅子舞 ○長円寺外 （○）獅子舞 （○）
9 神田祭 ○神田明神









19 こんにゃく閻魔 ○源覚寺 （○）目病
20 隅田川花火大会 ○水神祭




25 深川八幡祭り 冨岡八幡宮 ○家綱世継
26 小河内の鹿島踊 ○
27 鳳凰の舞 ○春日神社 （○）雨乞い








































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
　 1 面様年頭 ○輪島前神社厄除け
石 2 ゾンベラ祭り ○鬼屋神社
川 3 御願神事（大蛇退治） ○菅生石部神社
4 文弥人形浄瑠璃でくの舞 ○浄瑠璃
5 二十日題目 ○日吉神社鎮火願
6 平国祭 ○気多大社 （○）
7 蛇の目神事（大蛇退治） ○気多大社
8 曳山祭 ○住吉・重蔵神社
9 青柏祭 ○山王神社 （○）
10 お旅まつり ○菟橋・本折日吉神社
11 金沢百万石まつり ○利家金沢入城
12 宇出津あばれ祭 ○八坂神社・牛頭 （○）
13 横江の虫送り ○宇佐八幡神社・虫除
14 水無月祭り ○住吉神社 （○）
15 名舟大祭 ○名舟白山神社
16 にわか祭 ○海瀬神社 （○）
17 ぐず焼まつり ○グズ退治
18 早船狂言 ○高倉彦神社




23 柿八講祭 ○柿生日吉神社 （○）
24 いどり祭 ○鵜川菅原神社 （○）
25 あえのこと ○
26 鵜祭 ○気多神社 　 （○）吉凶
































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 厄祓い鯉の放流 ○金屋神明宮
富 2 利賀の初午（とが） （○） ○民俗行事




7 加茂祭の牛乘式 ○加茂神社 （○）
8 城端曳山祭（じょうはな） ○城端神明社
9 伏木曳山祭 ○伏木神社

















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 白山神社の田遊び神事 ○白山神社
新 2 裸詣り ○八幡神社



































































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 木賊獅子（とくさ） ○神坂神社
長 2 上原の鳥追い祭り ○道祖神
野 3 蟹の年取り ○




8 田遊神事と蟇目鳴弦 ○諏訪大社上社 （○） （○）
9 戸沢のねじとうまひき行事 ○道祖神
10 時又初午はだか祭り 長石寺 ○小笠原長清戦死者慰霊


















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 寺野ひょんどり ○寺野三日堂 （○）
静 2 川名のひょんどり ○福満寺薬師堂 （○）
岡 3 法多山田遊祭 ○尊永寺
4 お田打ち神事 ○三嶋大社
5 有東木のギリツカケ ○
6 西浦の田楽 ○観音堂 （○） （○）
7 事八日チャンチャコチャン行事 ○恵比須神社
8 山の神祭り ○
9 蛭ヶ谷の田遊び ○蛭児神社 （○）
10 滝沢八坂神社の田遊び ○八坂神社 （○） （○）



















30 沼田の湯立神楽 ○子之神社 （○） （○）雨乞い
31 尻つみ祭り ○
32 智万寺の鬼祓い ○智万寺

































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 三河万歳 ○
愛 2 鳳来寺田楽 ○鳳来寺 （○）
知 3 西尾のてんてこ祭 ○熱池八幡社 （○）
4 御神楽祭り ○富山熊野神社
5 熱田神宮踏歌神事 ○熱田神宮 （○） （○）
6 菟足神社の御田祭 ○菟足神社
7 はだか祭 ○尾張大国霊神社・厄落し
8 黒沢田楽 ○峯福寺 （○）
9 三河鳥羽の火まつり ○鳥羽神明社 （○）豊凶
10 田峯田楽 ○高勝寺 （○）













24 野田雨乞笠おどり ○野田八幡宮 （○）
25 水法の芝馬祭 ○白山社 （○）
26 朝倉の梯子獅子 ○牟山神社 （○）
27 名古屋まつり ○
28 三谷祭 ○八剣神社
29 奥三河の花祭（17地区） （○） ○
30 参候祭り ○設楽津島神社 （○）魔除け
31 新城歌舞伎 ○
32 長松寺のどんき ○長松寺火祭

































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 六日祭 ○長滝白山神社（○）
岐 2 三寺まいり ○真宗・本光・圓光各寺
阜 3 今尾の左義長 ○今尾秋葉神社 （○）火除
4 谷汲踊 ○華厳寺源氏
5 眞桑人形浄瑠璃 ○人形浄瑠璃
6 ひんここ祭り ○大矢田神社 （○）
7 美濃まつり ○八幡神社















23 木曽の花馬祭り 坂下神社 （○） ○木曽義仲



































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 越前万歳 ○新春開門式
福 2 国山神事 ○八王子神社 （○）
井 3 敦賀西町の綱引き ○豊凶占
4 日向水中綱引き ○














19 舟寄踊 白山神社 ○姉川出陣
20 風祈能 ○彌美神社 （○） （○）風除
21 赤崎獅子舞 ○赤崎八幡宮
22 日向神楽 ○八幡神社

































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 白朮祭（おけら） ○八坂神社 （○）
京 2 裸踊り ○法界寺 （○）




7 居籠祭 ○湧出宮 （○）
8 五大力尊仁王会 ○醍醐寺















24 流鏑馬神事 ○下鴨神社 （○）
25 賀茂競馬 ○上加茂神社 （○）
26 藤森神社駆馬 ○神功皇后凱旋
27 御影祭 ○下鴨神社神馬








36 祇園祭 ○八坂（祇園社） （○）
37 夏越神事 ○下鴨神社 （○）
38 六道珍皇寺六道まいり ○先祖霊
39 佐伯灯篭 ○稗田野神社 （○）
40 五山送り火 ○











































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 勝部の火まつり ○勝部神社
滋 2 住吉（浮気）の火まつり ○住吉神社
賀 3 西市辺裸まつり ○西市辺薬師堂
4 延勝寺のオコナイ ○飯開神社 （○）
5 びわ町難波のオコナイ ○八阪神社 （○）
6 近江八幡の左義長まつり ○日牟禮八幡宮 （○）左義長





12 多賀大社御田植祭 （○） ○多賀大社
13 大津祭 ○天孫神社
14 大野木豊年太鼓踊り ○八相宮 （○）
15 朝日豊年太鼓踊 ○八幡神社 （○）
16 三上のずいき祭 ○御上神社
17 上笠天満宮講踊 ○上笠天満宮 （○）雨乞い
18 お火焚き大祭 ○大郎坊宮
19 黒滝の太鼓踊り ○惣王神社

































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 ゲーター祭 ○八代神社
三 2 立神のひつぼろ神事 ○宇氣比神社




7 小阿坂のかんこ踊り ○阿射加神社 （○） （○）雨乞い
8 越賀の弓引神事 ○越賀神社 （○）豊凶
9 ハラソ祭り ○鯨供養
10 花の窟のお綱かけ神事 ○花の窟神社





16 てんてん ○粥見神社 （○）魔除け
















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 住吉大社踏歌神事 ○住吉大社（新年祝賀）
大 2 十日戎 ○今宮戎神社 （○）
坂 3 枚岡神社粥占神事 ○枚岡神社 （○）豊凶
4 野里の一夜官女祭 ○野里住吉神社（人身御供慰霊）
5 杭全（くまた）神社の御田植神事 ○杭全神社 （○）
6 聖霊会舞楽大法要 ○聖徳太子
7 御田植神事 ○住吉神社 （○）
8 天神祭 ○天満宮
9 住吉祭 ○住吉神社 （○）
10 葛城踊り ○彌勒寺・雨乞い
11 岸和田だんじり祭 ○京都伏見稲荷 （○）
12 上神谷（にわだに）のこおどり ○桜井神社
13 神農祭 ○少彦名神社 （○）薬の安全
14 やっさいほっさい ○石津太神社 （○）火祭り
15 注連縄掛神事 ○枚岡神社 （○） （○）






























祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 東光寺田遊び・鬼会 ○東光寺
兵 2 常勝寺の鬼こそ ○常勝寺
庫 3 篠山春日能 ○春日神社
4 千谷きりん獅子舞 ○秋葉神社 （○）火除け
5 奉納能楽会 ○住吉神社
6 朝光寺の鬼追踊 ○朝光寺 （○）
7 湯村温泉まつり ○慈覺大師
8 丹土はねそ踊り ○
9 若杉ざんざか踊 ○三社神社 （○）疫病
10 大杉ざんざこ踊り ○二宮神社 （○）疫病
11 射添地区盆踊り芸踊り大会 ○












































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 大神神社繞道祭（にょうどう） ○大神神社
奈 2 勧請縄掛け ○金勝寺 （○）



















22 三枝祭 ○率川神社 （○）疫病
23 神剣渡御祭 ○石川神社 （○）




















44 一陽来復祭 ○一言主神社 （○）
































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 粟生のおも講と堂徒式 ○
和 2 花園の御田舞 ○下花園神社 （○）
歌 3 お燈まつり ○神倉神社 （○）
山 4 水門神社例祭 ○水門神社








13 嵯峨谷の神踊り ○若宮八幡宮 （○） （○）
14 椎出鬼の舞 ○椎出厳島神社 （○） (○）
15 三輪崎の獅子舞 ○三輪崎八幡神社
16 三輪崎の鯨踊り ○同上 （○）
17 乙田の獅子舞 ○広八幡神社





23 御船祭 ○熊野速玉大社 （熊野水軍）
24 名之内の獅子舞 ○清川天宝神社
25 ねんねこ祭 ○木葉神社 (○） (○）安産
26 たい松押し ○下花園神社 （○）厄落し



















祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 管粥神事 ○生田八幡神社 （○）
鳥 2 流し雛 ○
取 3 法勝寺一式飾り ○左義長
4 姫路神社百手の神 ○姫路神社 （○）
5 大山寺御幸 ○大山寺 （○）
6 因幡の菖蒲綱引き ○子供行事
7 鳥取しゃんしゃん祭 ○ｓ36から
8 上淀の八朔行事 ○天神恒神社 （○）
9 福岡神社大注連と蛸舞式神事 ○福岡神社






























祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 宅野子供神楽 ○子供神楽
島 2 青柴垣神事 ○美保神社 （○）舟の安全
根 3 安子神社のお田植安産神事 ○安子神社 （○） （○）
4 隠岐国分寺蓮華会舞 ○国分寺
5 玉若酢命神社御霊会風流 ○玉若酢命神社 （○） （○）
6 津輪野の鷺舞 ○弥永神社 （○）
7 島後久見神楽 ○伊勢命神社
8 津輪野の盆踊り ○













22 諸手船神事 ○美保神社 （○）



























祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 阿月神明祭 ○小早川家軍神祭
山 2 先帝祭 ○赤間神社平氏慰霊
口 3 お田植え祭 ○住吉神社
4 錦帯橋のう飼 ○







12 滝坂神楽舞 ○黄幡社 （○）


























祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 能登原のとんど ○左義長
広 2 能地春祭 ○常磐神社 （○）










































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 福力荒神社大祭 ○福力荒神社 （○） （○）
岡 2 西大寺会陽 ○西大寺









































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 櫃石ももて祭 ○王子神社（歩射）
香 2 金刀比羅宮桜花祭 ○金刀比羅宮
川 3 だんじり子供歌舞伎 ○白鳥神社
4 金刀比羅宮奉納蹴鞠 ○金刀比羅宮
5 肥土山の虫送り ○多聞寺・虫送り
6 滝宮の念仏踊 ○滝宮天満宮 （○）


























祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 山車神輿 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 天岩戸神楽 ○松尾神社
徳 2 お的 ○宇佐八幡神社 （○）







10 神代御宝踊 ○川田八幡神社 （○）






























祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 神輿山車 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 水あびせ ○春日神社 （○）
高 2 御神戸開きと弓初め ○弘見神社 （○） （○）
知 3 仁淀村秋葉まつり ○秋葉神社






10 市野々の神踊り ○市野々天満宮 （○） （○）
11 佐喜浜の俄 ○即興洒落
12 津野山神楽 ○三嶋神社






































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 憑依物 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 とうどうおくり ○左義長
愛 2 立川神楽 ○三嶋神社


















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 憑依物 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 玉取祭り ○筥崎宮年の吉凶占
福 2 井手浦の尻むり祭 ○
岡 3 春日の婿押し ○春日神社
4 嫁ごの尻たたき ○住吉神社
5 大江の幸若舞 ○天満宮
6 和布利行事 ○和布刈神社 （○）






13 下検地楽 ○王埜神社 （○）
14 入覺念仏楽 ○五社八幡神社外














29 大注連縄送り ○上楠田天満宮 （○） （○）
30 今井祇園祭 ○今井津須佐神社
31 小倉祇園太鼓 ○八坂神社
32 白糸の寒みそぎ ○熊野神社 （○）





















祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 憑依物 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 竹崎観世音寺修正会鬼祭 ○鬼追い
佐 2 もぐら打ち ○モグラ






























祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 憑依物 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
長 1 貝津の獅子こま舞 ○貝津神社
崎 2 畳破り ○楠公千早城
3 下崎山へトマト ○豊作大漁祈願
4 百手まつり ○熊野神社 （○）
5 オーモンデー ○
 6 大島の須古踊 ○平井氏慰霊
7 温泉神社風除祭 ○温泉神社 （○）




























祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 憑依物 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 破魔弓祭 ○四王子神社
熊 2 二瀬本夜渡神楽 ○二瀬本神社












































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 憑依物 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
1 ホーランエンヤ ○大漁
大 2 修正鬼会 ○天念寺 （○） （○）
分 3 丸小野子供修正会 ○五穀豊穣 （○）















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 憑依物 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
宮 1 戸下神楽 ○神座設定















































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 憑依物 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
鹿 1 ハラメ打ち ○
児 2 モグラ打ち ○モグラ
島 3 節田まんかい ○
県 4 初午祭 ○鹿児島神宮馬奉納
5 太郎太郎踊り ○南方神社 （○）
6 次郎次郎踊り ○射勝神社 （○）













































祇園祭 天神信仰 修正会 神楽 盆踊り 五穀豊穣 田植神事 疫病雨乞 無病息災 武士遺霊 念仏踊り その他 小計
県名 祭　　　　名 八坂天神 修二会 憑依物 大漁祈願 旱魃・占 家内安全 志気鍛錬
沖 1 我如古スンサーミー ○築城祝





7 糸満大綱曳 ○ （○）害虫追い
8 マユンガナシ ○豊作祈願 （○）
9 西表島の節祭 ○五穀豊穣 （○）
10 竹富島の種取祭 ○
11 首里城祭 ○中国使者行列





天保4 出勤 犬追物弓 鑓 馬術 剣術 鉄砲 天保5 出勤 犬追物弓 鑓 馬術 剣術 鉄砲
1 4 6 7 1 12 4 3 12 1
2 7 3 6 2 6 3 8 13
3 6 1 1 3 6 3 2 8 9
4 6 1 1 7 5 4 8 5 18 20
5 11 3 3 9 1 5 10 8 7 10
6 9 4 3 15 1 6 13 7 1 6 14
7 8 4 3 16 5 7 11 7 13 9
8 9 3 1 12 5 8 10 14 12 21 2
9 10 5 6 9 6 2 9 9 10 1 15 16 1
10 9 5 2 22 10 10 10 9 16 18 3
11 10 3 23 8 11 9 6 12
12 7 5 20 5 12 7 10 2 14 6
日数計 96 42 33 0 133 47 2 日数計 111 86 6 0 132 148 7
20歳 21歳
天保6 出勤 犬追物弓 鑓 馬術 剣術 鉄砲 天保7 出勤 犬追物弓 鑓 馬術 剣術 鉄砲
1 11 11 1 8 10 1 15 4 8 9 1
2 9 18 3 13 11 4 2 8 8 10 13 3
3 12 22 12 22 2 3 6 6 7 7 1
4 8 14 10 6 6 4 4 6
5 5 21 1 13 4 7 5 10 10 4 1
6 12 11 8 13 6 5 6 6 5 6 4
7 5 8 5 8 7 9 7 1
閏7 11 6 8 14 2 8 7 4 7 8 4
8 10 10 1 11 15 9 9 6 6 7 2
9 12 1 12 4 3 10 6 7 6 10 3
10 7 13 11 2 11 5 2 3 1
11 10 13 7 4 12 8 7 9 3 1
12 8 7 10 5 日数計 93 55 0 0 76 69 17
























天保8 出勤 犬追物弓 鑓 馬術 剣術 鉄砲 天保9 出勤 犬追物弓 鑓 馬術 剣術 鉄砲
1 5 6 1 7 1 18 1 4 18
2 8 4 2 5 2 2 25 2 2 17
3 6 6 4 4 2 3 23 2 21
4 3 5 3 9 3 4 27 2 21
5 8 5 7 16 3 　閏4 14 1 13
6 2 5 6 13 2 5 17 8
7 7 2 15 6 22 1 13
8 7 3 5 3 7 27 3 4
9 5 5 4 3 8 26
10 5 2 2 7 9 29 1 1
11 7 1 6 15 10 9 1
12 6 6 3 13 1 11 10
日数計 69 48 0 0 45 110 13 12 22 1
日数計 269 7 0 0 13 117 0
24歳
天保10出勤 犬追物弓 鑓 馬術 剣術 鉄砲
1 26 1 6




6 28 9 24
7 21 4 12
8 22 1 2 18
9 3 1 5
10 1 6
11 23 17
12 26 4 12




18歳 論語 春秋 孫子國近思伝習延平心経大極 學蔀梧葉畸人慎思西山銀台集義靖献十二朝宋元玄宗保建勧農固天狗芸関原古大岡見聞續太義臣 古今新古桂園













日数計 0 0 0 0 0 0 0 0 49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 0 0 0
19歳 論語 春秋 孫子近思伝習延平心経大極 學蔀梧葉畸人慎思西山銀台集義靖献十二朝宋元玄宗保建勧農天狗関原大岡見聞續太義臣 古今新古桂園
天保5 小學 大學中庸大全孟子書経易経詩経左傳礼記史記国字解　録 　録 答問附註図解素書通弁漫筆 　伝 　録 遺事遺事外書遺言軍談軍談軍談大記固本録芸術論古鬪録政要雜書平記 　伝 軍書唐鑑 　集 今集一枝



















20歳 論語 春秋 孫子近思伝習延平心経大極 學蔀梧葉畸人慎思西山銀台集義靖献十二朝宋元玄宗保建勧農天狗関原大岡見聞續太義臣 古今新古桂園














日数計 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２１歳 論語 春秋 孫子近思伝習延平心経大極 學蔀梧葉畸人慎思西山銀台集義靖献十二朝宋元玄宗保建勧農天狗関原大岡見聞續太義臣 古今新古桂園




















22歳 論語 春秋 孫子近思伝習延平心経大極 學蔀梧葉畸人慎思西山銀台集義靖献十二朝宋元玄宗保建勧農天狗関原大岡見聞續太義臣 古今新古桂園
天保8小學大學中庸大全孟子書経易経詩経左傳礼記史記国字解　録 　録 答問附註図解素書通弁漫筆 　伝 　録 遺事遺事外書遺言軍談軍談軍談大記固本録芸術論古鬪録政要雜書平記 　伝 軍書唐鑑 　集 今集一枝
1 2 4
2 3 3 2
3 8 5 3
4 3 4 1
5 6 3
6 5 4
7 5 2 2
8 3 3 4
9 3 3 1 1 2
10 2 3
11 4 3
12 5 1 1 4
日数計 0 38 0 14 33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 21 0 0 0
23歳 論語 春秋 孫子近思伝習延平心経大極 學蔀梧葉畸人慎思西山銀台集義靖献十二朝宋元玄宗保建勧農天狗関原大岡見聞續太義臣 古今新古桂園
天保9小學大學中庸大全孟子書経易経詩経左傳礼記史記国字解　録 　録 答問附註図解素書通弁漫筆 　伝 　録 遺事遺事外書遺言軍談軍談軍談大記固本録芸術論古鬪録政要雜書平記 　伝 軍書唐鑑 　集 今集一枝
1 5 1 6 13 6 10 1 3 3
2 4 14 9 8 4 2 4 8 1 12 6 8
3 15 5 4 14 2 4 4 2 15 4
4 11 20 2 17 4 3 11 9
　閏4 16 13 18 16 3 7 3 5 1 9
5 6 1 6 2 14 5 16 17 1 3 7 2 2 3
6 6 7 13 5 17 17 4 3 5 1
7 5 9 20 12 8 1 1 7 1
8 13 7 23 6 12 1 3 3 3 9
9 3 1 6 2 22 10 2 2
10 10 5 4 8 6 6 8
11 9 1 5 10 7 1 2
12 4 10 2 12 1 1







24歳 論語 春秋 孫子近思伝習延平心経大極 學蔀梧葉畸人慎思西山銀台集義靖献十二朝宋元玄宗保建勧農天狗関原大岡見聞續太義臣 古今新古桂園
天保10 小學大學中庸大全孟子書経易経詩経左傳礼記史記国字解　録 　録 答問附註図解素書通弁漫筆 　伝 　録 遺事遺事外書遺言軍談軍談軍談大記固本録芸術論古鬪録政要雜書平記 　伝 軍書唐鑑 　集 今集一枝
1 5 10 3 5 1 17 1 2 2
2 1 16 1 21 2 2
3 2 16 20 12 3 4 1 4
4 6 1 21 7 3 1
5 1 13 1 9 5 7 1 1
6 3 2 7 16 2 14 1 1 3 1 8
7 8 7 5 16 5 1 3
8 9 12 1 2 3
9 3 3 6 2 10
10 7 13 6 1 3
11 3 18 9 1 2
12 6 11 13 9 1 1
日数計 11 1 2 29 16 17 10 22 12 48 0 6 180 39 6 0 0 1 0 0 0 18 0 0 2 7 0 0 0 2 5 4 0 0 0 0 1 0 7 4 12 24
 
＊『孫子国字解』～荻生徂徠の譯                 ＊『素書』～黄石公著、秦末の隠士・兵法書 
＊『宋元軍談』                         ＊『保建大記』～栗山潜鋒著、1123 年-1192 年迄の朝廷の話。（尊王論） 
＊『十二朝軍談』～黄帝から周王朝までの軍記物          ＊『天狗芸術論』～丹羽樗山著（義経の話） 
＊『玄宗軍談』～安禄山の乱と楊貴妃               ＊『勧農固本録』～萬尾時春著、郷村諸事（作付・検地・山林立木・公事・訴訟） 
＊『梧葉漫筆』～大田錦城の随筆                 ＊『見聞雜書』～徳川秀忠上洛、参勤交代 
＊『學蔀通弁』～陳清瀾著を安東省庵が訓点を付けて上梓した。   ＊『大岡政要』～大岡越前の話 












新羅（京位） 新羅（外位） 高句麗（京位） 百済（京位） 百済（外位） 
伊伐飡     
伊飡     
迊飡     
波珍飡     
大阿飡     
阿飡     
一吉飡 獄干 主簿   
沙飡 述干 大相   
級飡 高干 位頭・大兄・從大相   
大奈麻 貴干  達率 達率 
奈麻 選干 小相・狄相 恩率 恩率 
大舎 上干 小兄 徳率 徳率 
舎知 干 諸兄 扞率 扞率 
吉次 一伐 先人 奈率 奈率 
大烏 一尺  將徳 將徳 
小烏 彼日 自位   




































月日 林羅山 年 伊勢貞昌 月日 
  元亀元年 
（1570） 
有川貞眞の次男、母は新納忠元女、伊勢家の猶子と
なる。              （本藩人物誌） 
 






理齋（伯父）養之爲子、          （年譜） 







































之爲禪僧則爲叢林之翹楚           （年譜） 





 慶長 3 年 
（1598） 
解䌫於牧島、著對州豊崎鰐浦  （旧記雑録三巻 43・597） 
著筑前州博多之津矣       （旧記雑録三巻 43・615） 
著於城州伏見          （旧記雑録三巻 43・637） 
11 月 25 日 
12 月 10 日 
12 月 29 日 
310 
 
  慶長5年 
（1600） 
維新様関ヶ原ヨリ御歸國之時爲御迎鹿児島ヨリ日州江





























































































































































































斉藤重吉（弟子・酒井忠勝家臣）・以心崇伝・林永喜・他             
（林羅山年譜稿） 
























































1月20日 金地院崇伝歿す。65歳。 寛永 10年 
（1633） 
  
1月1日 漫和貞昌丈試觚之芳押（詩略）     （詩集巻十二） 
以下の人にも和す。 
脇坂安元・堀正意（尾張藩儒）・野間三竹・斉藤重吉・中村






 この年から鵞峯（18 才）守勝（12 才）の歳旦詩歌への












澤寺住持）           （林羅山年譜稿） 




1月1日 漫和貞昌丈人元旦試頴之芳韻（詩略） （詩集巻十二） 
以下の人にも和す。 
脇坂安元・澤田春良（土井利勝家臣）・國島康之・最岳元良・


































































宅江御光臨有之候。     （本藩人物誌） 





















































































































































































学校規模 6校：国子学・太学・四門学・書学・算学 1校：大学寮 1校：国学（682年）
組織 礼部 式部省 礼部















































・『三國史記』朝鮮光文会 1914 年 
・『三國遺事』朝鮮史学会 1928 年 
・『東國通鑑』朝鮮研究会 1915 年 
・『高麗史』図書刊行会 1908 年 
・高泉性敦『扶桑禪林僧寶傳』延宝 3 年（1675） 
・卍元師蠻『延寶傳燈録』延宝 8 年（1678） 
・湛元自澄『日域洞上諸祖傳』元禄 6 年（1693） 
・領南秀恕『日本洞上聯燈録』享保 12 年（1727） 
・黎靖徳編輯『朱子語類』巻 13「カ行」京都山形屋・寛文 8 年（1668） 
・近藤守重撰『御本日記附注』（出版元不明）1885 年 
・山本正誼撰『島津國史』島津家編纂所 1905 年 
・白尾國柱『倭文麻環』「出水児請」文化 9 年（1812） 
































































































































































・『戦国武将逸話集』巻 1～巻 7、湯浅常山、大津雄一訳（勉誠出版、2010 年） 







・「素朴民族と文明社会」『宮崎市定全集 2』宮崎市定（岩波書店、1992 年） 
・『大西郷全集』東郷平八郎（大西郷全集刊行会、1927 年） 

































・『日本書紀 1』（小学館、2006 年） 
・『日本書紀 2』（小学館、2001 年） 








































































・「孟子の話」『諸橋轍次選書 3』諸橋轍次（大修館書店、1989 年） 











・「臨済の家風」『日本の仏教 9』柳田聖山（筑摩書房、1968 年） 













紀要・第 11 輯』、2002 年） 
・「カトカイという地名について」池内宏（『東洋学報』、1911 年） 
・「新羅人の武士的精神について」池内宏（『史学雑誌』第四十編、1929 年） 




















・秋山謙蔵「李氏朝鮮と琉球との通交」秋山謙蔵（史学会『史学雑誌』第 41 編第 7号、1930
年） 
・「室町初期に於ける倭寇の跳梁と応永外冦事情」秋山謙蔵（史学会『史学雑誌』第 42 編 

















・『광주 전남의 역사』무등 역사 연구소(태학사, 2001 년) 
・『高麗・朝鮮の高僧 11人』徐景洙他 7人（新丘文化社、1976 年） 
・『高霊地域의 歴史와 文化』啓明大学校韓国研究院(高靈文化院, 1997 年) 
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・『공주 역사 문화 논집』윤용혁(서경문하사,2005 년) 







・『亂中日記』趙慶男(民族文化推進會, 1977 年) 
・『白華山』金鐵洙編(尚州文化院, 2001 年) 
・『百済・新羅・伽耶史研究』白山學會編（白山資料院、1995 年） 
・『불교회화』유마리(솔출판사, 2005 년) 
・『三国の高僧 8人』高柄翊他 6人（新丘文化社、1976 年） 
・『역사로 보는 전라도』이희권(신아 출반사 2001 년) 
・「연구논집-임진왜란과 한일관계」한일관계사 
・『壬辰戰亂史（上下）』李烱錫(壬辰戰亂史刊行委員会, 1967 年) 
・『壬辰倭亂捕虜實記研究』李埰衍(박이정 출반사, 1995 年) 
・『日本蓬左文庫韓国典籍』史部, 千惠鳳(지식산업사. 2003 년) 
・『註釈・海東諸国記』（釜山大学韓日文化研究所、1962 年） 







・『화랑』李鐘旭(휴머니스트, 2003 年) 
・『화랑세기』이종욱(소나무, 2005 년) 
・「花郎의 倫理, 圓光」『三國의 高僧八人』安啓賢 (新丘文化社, 1976 年) 
・『花郎徒의 教育史的研究』曺圭憲（關東大学校教育大学院碩士論文、1998 年） 
・『花郎道의 教育思想에 과한 研究』李光求(韓国教員大学校大学院碩士論文, 1996 年) 
・『花郎文化의 再照明』新羅文化祭学術発表会論文集(新羅文化宣揚会, 1989 年) 
・『한국 지면 총람』(한글 학회 1970 年～1980 年) 
・『한국의 유교』유승국(세종대왕기념업회 1999 념) 
・『韓國史-中世篇』李丙燾(乙酉文化社, 1981 年) 
・『陜川地域의 歴史와 文化』啓明大学校韓国研究院(啓明大学校出版部, 2002 年) 
 
 
 
